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１－１ 設置認可のあり方見
直しに係る答申
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大学の質の保証に係る新たなシステムの構築について 【抄】
（平成14年8月中央教育審議会答申）
第1章 基本的な考え方
2 我が国の大学の質の保証システムの現状
(2)大学，学部等の設置に当たっては，国が大学設置基

準等を基に審査し認可を行っているが，この設置認可
制度は，我が国の大学が教育研究水準や学位等の国際
的な通用性などを確保する上で，一定の役割を果たし
ている。

(4)  現行の設置認可は，前述のように大学の質の保証の
観点で一定の役割を果たしており，設置認可の際，教
育課程，教員組織，校地・校舎などについて審査が行
われるが，これらは，これから行われる教育研究の前
提としての枠組みについてのものであり，実際にどの
ような教育が行われるかについて直接的な保証をする
ことには困難もある。・・・

4  改革の方向性
以上のことを踏まえ，国の事前規制である設置認可

を弾力化し，大学が自らの判断で社会の変化等に対応
して多様で特色のある教育研究活動を展開できるよう
にする。それとともに，大学設置後の状況について当
該大学以外の第三者が客観的な立場から継続的に評価
を行う体制を整備する。これらのことにより，大学の
自主性・自律性を踏まえつつ，大学の教育研究の質の
維持向上を図り，その一層の活性化が可能となるよう
な新たなシステムを構築することとする。

第2章 設置認可の在り方の見直し
1  設置認可の対象
(1)  大学の組織の新設・改廃には国の認可が必要であり，具体的には

，現在のところ，学部の学科レベルまで認可の対象としている。こ
の場合，国は大学設置基準等を基に，大学設置・学校法人審議会に
おいて，①教育研究上の理念など設置の趣旨が具体的かつ明確に示
されているか，②設置の趣旨に照らし教育課程は適切であるか，③
教育課程を展開するのにふさわしい教員組織であり，かつ，校舎等
施設・設備が質的にも量的にも十分であるか，などの観点を中心に
審査し，その答申を得て認可している。

(4)  そこで，もう一つの方法としては，大学が授与する学位の種類や
分野に着目し，その違いによって認可対象を限定する方法が考えら
れる。もともと学位授与権の付与が国際的にも歴史的にも大学の設
置認可の際の重要な要素であり，大学の設置認可は，学位を授与す
るためにふさわしい教育課程，教員組織等があり，一定の分野で一
定の水準の知識・技術を身に付けさせることが可能であるかどうか
を審査して行われるものである。このような設置認可の性格を考え
れば，設置認可時に授与することが想定された学位の分野などを超
えない学部等の設置であれば，新たに認可を求めることは特段必要
がないと考えられる。

(5)  したがって，国の設置認可は，大学，大学院の基本組織である学
部，研究科等の新設・改廃について行うことを原則とするが，学部
の設置は認可，学部の学科の設置は届出といった形式的な対応とす
るのではなく，改編前後で授与する学位の種類や対象とする分野に
変更があるか否かを勘案して次のような弾力的な取扱いとする。
1  現在授与している学位の種類・分野を変更しない範囲内で組織改

編する場合は，学部等大学の基本組織の設置であっても国の認可
は不要とし，届出で足りることとする。

2  新たな種類・分野の学位を授与するための組織改編の場合は，学
部の学科の新設であっても認可の対象とする。

※下線は強調のため追記



その他設置認可審査に係る過去の答申（抜粋）①
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「○ 大学等の設置認可及びその審査の過程は、申請者と大学設置・学校法人審議会との「対
話」を通じて、相応の時間をかけて、設置構想の実現可能性や信頼性を確保し、その内容を
充実させる手続であり、高等教育の質を担保するための本来的な制度としての意義を有して
いる。また、高等教育の質の保証は事後評価のみでは十分ではなく、事後評価までの情報の
時間的懸隔に伴う大学等の選択のリスクを学習者の自己責任にのみ帰するのは適切でない。
一部の外国に見られるような、学費の対価として安易に学位を取得させる非正統的な教育機
関（いわゆる「ディグリー・ミル（またはディプロマ・ミル）」）の出現を抑止して学習者
保護を図るための方策としても、一定の事前評価は必要である。」

「○ 設置認可制度の位置付けを明確化するに当たっては、審査の内容や視点等について、さ
らに具体化を図る必要がある。例えば、大学教員の質を審査することは極めて重要である。
社会の需要に的確に対応した、大学に求められる学問的水準の教育・研究活動を担う個々の
大学教員の資質及び教員組織全体の在り方が、「大学とは何か」という根本的な問題意識
（第3章1（1）（ア）参照）との関連で十分に点検・確認される必要がある。実効性ある審
査のためには、「専任教員」や「実務家教員」の意義や必要とされる資質・能力等について、
さらに具体化・明確化する努力が必要である。また、大学としてふさわしい教育目的やそれ
を達成するための教育課程、またそれらと資格取得・技能習得との関係、大学としてふさわ
しい教育・研究環境、他の学校種との違い等について十分に審査することも重要である。」

（「我が国の高等教育の将来像」（平成17年中央教育審議会答申））
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「・・・上記のような設置認可制度の弾力化や審査基準の簡素化もあいまって，最近の新設大学の中からは，
専任教員や実務家教員などの教員組織，教育課程，施設・設備などの各般にわたり，大学教育の在り方とし
て疑義が呈される事案が発生している。資格試験予備校と内実が変わらない大学の実態が明らかとなり，認
可の在り方に対する厳しい社会的な批判が生じたことも看過できない。
単に認可要件を緩和して大学の新規参入を促進するのみでは，学位の水準の維持・向上につながらないと

いう点を，教訓として十分に認識する必要がある。これらの課題については，大学設置・学校法人審議会か
ら，大学設置基準等の見直しを求めた課題提起がなされているところであり，これを重く受け止めなければ
ならない」

「いかに個性化・特色化が進み，多様な機能別に分化していくとしても，大学は，教育基本法が謳うように，
教育と研究等を基本的な役割として担い，その自主性・自律性が尊重されるなど，社会的に特別な地位を占
めている。教員組織等の在り方は，そうした大学の本質が反映したものでなければならない。
国際的にも，ディグリー・ミルの問題への対応が求められており，そのような意味でも，大学の要件を明

確に示し，厳格化すべきものは厳格化するなど，設置認可制度や評価制度等を的確に運用することが求めら
れる。」

（「学士課程教育の構築に向けて」（平成20年中央教育審議会答申））

その他設置認可審査に係る過去の答申（抜粋）②

「○最近の設置認可をめぐり議論のあった課題の具体例
【設置形態を問わず共通の事項】
・報酬や担当時数が過少である者や企業経営者などの本務を有する者は専任教員と言えるのか。専任教員

の役割・責任や勤務条件の明確化が必要ではないか。
・教員審査に当たって、実務家としての業績をどのように評価するか。
・教員研究室が狭隘、教員研究費が過少など、研究環境に問題がある場合の取扱いをどう考えるか。
・附属図書館などの保有図書数が過少な場合の取扱いをどう考えるか。
・通信教育によって十分な教育効果が得られる専攻分野をどのように考えるか。また、多様な教育手法の

導入に伴い、十分な教育効果をあげるための教育体制の整備が必要ではないか。
・学位に付記する専攻名称に関する基準の明確化についてどう考えるか。

（「大学の設置認可について」（平成20年大学設置・学校法人審議会意見））



学位の種類及び分野の変更等に関する基準等
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■学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号） 抄
第四条

② 前項の規定にかかわらず、同項第一号に掲げる学校を設置する者は、次に掲げる事項を行う
ときは、同項の認可を受けることを要しない。この場合において、当該学校を設置する者は、
文部科学大臣の定めるところにより、あらかじめ、文部科学大臣に届け出なければならない。
一 大学の学部若しくは大学院の研究科又は第百八条第二項の大学の学科の設置であつて、当

該大学が授与する学位の種類及び分野の変更を伴わないもの

■学位の種類及び分野の変更等に関する基準（平成15年文部科学省告示第39号） 抄
第一条 大学の学部若しくは学部の学科、大学の大学院の研究科若しくは研究科の専攻若しくは

短期大学の学科の設置又は当該選考に係る課程の変更（以下この項において「設置等」とい
う。）であって、学校教育法（以下「法」という。）第四条第二項第一号又は学校教育法施行
令（以下「令」という。）第二十三条の二第一項第一号に該当するものは、次の各号に掲げる
要件のいずれにも該当する設置等とする。
一 設置等の前後において、当該大学が授与する別表第一の上欄に掲げる学位の種類の変更を

伴わないこと
二 設置等の前後において、別表第一の上欄に掲げる学位の種類に応じ同表の下欄に掲げる学

位の分野の変更を伴わないこと
別表第一 ※一部のみ掲載

学位の種類 学位の分野

学士、修士及び博士 文学関係、教育学・保育学関係、法学関係、経済学関係、社会学・社会福
祉学関係、理学関係、工学関係、農学関係、獣医学関係、医学関係、歯学
関係、薬学関係、家政関係、美術関係、音楽関係、体育関係、保健衛生学
関係（看護学関係）、保健衛生学関係（リハビリテーション関係）、保健
衛生学関係（看護学関係及びリハビリテーション関係を除く。）



２．専任教員、学内
組織等関係
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２－１ 教員関係データ等
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教員に関するデータ①

0
20,000
40,000
60,000
80,000

100,000
120,000
140,000
160,000
180,000
200,000

本務教員数

計 国 立 公 立 私 立

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000
兼務教員数（上）、割合（下）

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%

出典：学校基本調査（5月1日時点）
注）本務教員：「当該学校の専任の教員。原則として辞令で判断されるが、辞令等がない場合は、待遇や勤務の実態で判断。」

兼務教員：「本務者以外の者。学校基本調査では延べ数として把握している。」

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0
12.0
14.0
16.0
18.0

教員（本務＋兼務）１人当たり学生数

0.0
5.0

10.0
15.0
20.0
25.0
30.0
35.0

本務教員１人当たり学生数

64,076

189,599

111,433

14,090

196,309 

37,670 
14,878 

143,761 

38,010
22,680

4,417
10,913

13,759 

3,718
790

9,251

15.4 

9.3 
11.3 

19.4 

13.8 
8.2 
5.6 

28.6 

10.1 
7.0 

4.8 

15.5 

7.6 
5.9 
5.5 

8.5 

50.9%
37.0%

51.4%
56.3%

26.6%

14.1%
15.2%

45.9%

（人） （人）

（人）

（人）

大学教員の数について、総数は本務教員、兼務教員共
に増加してきている。教員１人当たりの学生数は、私
立では減少してきているが、公立では増加しており、
国立でも本務教員に限ると増加している。
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0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0
教員(本務＋兼務)１人当たり学生数（大学規模別）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0
本務教員１人あたり学生数（大学規模別）

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0

本務教員１人当たり学生数（分野別）

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0
12.0
14.0
16.0
18.0
20.0

教員(本務＋兼務)１人当たり学生数（分野別）

教員に関するデータ②

(人) (人)

出典：学生数は学校基本調査（令和元年5月1日時点）の学部学生数と大学院生数を、教員数は学校教員統計調査（令和元年10月1日時点）を使用して作成
注）本務教員：「当該学校に籍のある常勤教員。」

兼務教員：「当該学校以外に本務のある者又は本務を持たない者で当該学校から当該学校の本務以外の教員として発令のある者。」

出典：学校基本調査（令和2年5月1日時点）のデータより作成
注）本務教員：「当該学校の専任の教員。原則として辞令で判断されるが、辞令等がない場合は、待遇や勤務の実態で判断。」

○分野別に本務教員１人当たり学生数の分布をみると、社会科学分野で１人当たり学生数が多い傾向にあるな
ど、分野によりばらつきが見られる。

○大学規模別に本務教員１人当たりの学生数の分布をみると、特に私立において、規模の大きい大学ほど１人
当たり学生数が多い傾向が見られる。

(人)(人)

注）100位(7,567人) 200位(4,388人) 300位(2,523人) 400位(1,659人) 500位(1,189人) 600位(792人) 700位(436人)

(学生数
規模順位)

(学生
数規
模順
位)
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0

50

100

150

200

250

3未満 3-6 6-9 9-12 12-15 15-18 18-21 21-24 24-27

教員(本務＋兼務)１人当たり学生数の分布

0

20

40

60

80

100

120

3未
満 3-

6

6-
9

9-
12

12
-1

5

15
-1

8

18
-2

1

21
-2

4

24
-2

7

27
-3

0

30
-3

3

33
-3

6

36
-3

9

39
-4

2

42
-4

5

45
-4

8

48
以

上

本務教員１人当たり学生数の分布

教員に関するデータ②

(学校数) (学校数)

(学生数（人）)

(学生数（人）)

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000
給与月額(令和元年9月)別本務教員数の分布

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

1未満 1-5 5-10 10-20 20-30 30以上 担当なし

授業担当時間数別本務教員数の分布

出典：学校基本調査（令和2年5月1日時点）のデータより作成
注）本務教員：「当該学校の専任の教員。原則として辞令で判断されるが、辞令等がない場合は、待遇や勤務の実態で判断。」

出典：学校教員統計調査（令和元年10月1日時点）
注）本務教員：「当該学校に籍のある常勤教員。」

○本務教員１人当たり学生数の分布をみると、国立は9人以上12人未満、公立は6人以上9人未満、私立は21人
以上24人未満にピークがある。

○給与別の教員数の分布については、私立でばらつきが大きい。また、授業担当時間数について、私立で国公
立と比して多くの授業時間を担当している教員の割合が多い。

(人)

(万円)

(人)

(時間)

以上
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みなし専任教員規定（専門職大学）
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■専門職大学設置基準（平成二十九年文部科学省令第三十三号）
（実務の経験等を有する専任教員）
第三十六条 前条の規定による専任教員の数のおおむね四割以上は、専攻分野におけ

るおおむね五年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の実務の能力を有する者（次
項において「実務の経験等を有する専任教員」という。）とする。

２ 実務の経験等を有する専任教員のうち、前項に規定するおおむね四割の専任教員
の数に二分の一を乗じて算出される数（小数点以下の端数があるときは、これを四
捨五入する。）以上は、次の各号のいずれかに該当する者とする。
一 大学において教授、准教授、専任の講師又は助教の経歴（外国におけるこれら

に相当する教員としての経歴を含む。）のある者
二 博士の学位、修士の学位又は学位規則（昭和二十八年文部省令第九号）第五条

の二に規定する専門職学位（外国において授与されたこれらに相当する学位を含
む。）を有する者

三 企業等に在職し、実務に係る研究上の業績を有する者
３ 第一項に規定するおおむね四割の専任教員の数に二分の一を乗じて算出される数

（小数点以下の端数があるときは、これを四捨五入する。）の範囲内については、
専任教員以外の者であっても、一年につき六単位以上の授業科目を担当し、かつ、
教育課程の編成その他の学部の運営について責任を担う者で足りるものとする。



２－２ 大学設置基準の主な
変遷（教員組織関係）
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を
原

則
と
す
る
。
講
座
を
担
任
す
べ
き
適
当
な
教
授

が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
一
時
兼
任
の
教
授
又

は
助
教
授
、
講
師
が
そ
れ
を
担
任
又
は
分
担
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
助
教
授
、
誰
師
が
講
座
を

担
任
及
は
分
担
す
る
場
合
に
は
教
授
会
の
承
認

を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
、
兼
任
教
授
、
助
教
授
、
講
師
が
担
任
父
は
分

担
す
る
講
座
の
総
数
は
全
講
座
数
の
半
数
を
超

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

3
、
各
講
座
に
は
助
教
授
及
び
助
手
を
置
く
も
の

と
す
る
。
但
し
止
む
を
得
な
い
場
合
に
は
助
教

授
、
助
手
を
欠
く
こ
と
が
で
き
る
。

4
、
講
座
を
担
任
し
な
い
教
授
及
び
講
座
に
属
し

て
い
な
い
助
教
授
、
助
手
を
置
く
こ
と
が
で
き

る
。

5
、
講
座
外
又
は
特
別
の
授
業
は
助
教
授
、
講
師

で
差
支
え
な
い
。

第
三
章

学
科
目
制
、
講
座
制
及
び
教
員
組
織

（
学
科
目
制
及
び
講
座
制
）

第
五
条

大
学
は
、
そ
の
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
、
学
科
目
制
又
は
講
座
制
を
設
け
、
こ

れ
ら
に
必
要
な
教
員
を
置
く
も
の
と
す
る
。

２

学
科
目
制
は
、
教
育
上
必
要
な
学
科
目
を
定
め
、

そ
の
教
育
研
究
に
必
要
な
教
員
を
置
く
制
度
と
す

る
。

３

講
座
制
は
、
教
育
研
究
上
必
要
な
専
攻
分
野
を
定

め
、
そ
の
教
育
研
究
に
必
要
な
教
員
を
置
く
制
度

と
す
る
。

（
学
科
目
制
）

第
六
条

教
育
上
主
要
と
認
め
ら
れ
る
学
科
目
（
以
下

「
主
要
学
科
目
」
と
い
う
。
）
は
、
専
任
の
教
授

又
は
助
教
授
が
担
当
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
主
要
学
科
目
を
担
当
す
べ
き
適
当
な
教
授
又

は
助
教
授
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
限
り
、
専
任
の

講
師
又
は
兼
任
の
教
授
、
助
教
授
若
し
く
は
講
師

が
こ
れ
を
担
当
し
、
又
は
分
担
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

大学基準（大学基準協会 昭和二十二年決定）
【昭和28年6月9日改訂】

大学設置基準（昭和三十一年文部省令第二十八号）
【昭和31年10月22日制定】

大学設置基準の主な変遷（教員組織関係）①

昭
和3

2

年
文
部
省
大
学
学
術
局
大
学
課
「
大
学
設
置

基
準
の
解
説
」
（
抄
）

第
三

学
科
目
制
、
講
座
制
及
び
教
員
組
織
に
つ
い

て一

学
科
目
制
に
お
け
る
主
要
学
科
目
は
、
原
則

と
し
て
専
任
の
教
授
又
は
助
教
授
が
担
当
す
る
こ

と
に
な
つ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
教
員
が
得
ら

れ
な
い
場
合
は
、
専
任
の
講
師
又
は
兼
任
の
教
員

で
も
よ
い
、
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち

兼
任
教
員
の
数
は
、
全
教
員
数
の
二
分
の
一
を
超

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

昭
和2

9

年
６
月
改
訂
大
学
基
準
協
会
「
「
大
学
基

準
」
及
び
そ
の
解
説
」
（
抄
）

三.

研
究
・
教
授
の
組
織
形
態

こ
こ
で
は
、
大
学
の
目
的
・
使
命
を
達
成
す
る
た
め
、
必

要
な
研
究
・
教
授
の
組
織
形
態
を
確
立
し
こ
れ
に
相
当
す
る
教

員
組
織
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
元
来
講
座
は
、
学
問
体

系
上
独
立
の
学
問
と
認
め
ら
れ
る
と
共
に
、
学
部
構
成
上
主
要

な
位
置
を
占
め
る
学
科
目
に
対
し
て
設
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
つ

て
、
在
来
の
官
立
総
合
大
学
の
講
座
制
度
は
相
当
厳
格
な
も
の

で
、
現
下
の
わ
が
国
の
実
情
に
は
や
や
即
し
な
い
憾
み
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
こ
の
基
準
の
講
座
は
、
そ
れ
よ
り
も
更
に
自
由

な
、
巾
の
あ
る
、
い
わ
ば
、
在
来
の
講
座
制
と
科
目
性
の
中
間

位
を
ね
ら
い
と
し
た
も
の
で
あ
つ
た
が
、
講
座
と
い
う
言
葉
の

も
つ
臭
味
か
ら
、
右
の
真
意
の
徹
底
を
欠
き
、
や
や
も
す
る
と

誤
解
が
起
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
の

総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
、
「
大
学
は
そ
の
目
的
、
使
命
を
達
成

す
る
た
め
に
、
必
要
に
し
て
十
分
な
講
座
を
設
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
条
項
を
「
大
学
は
そ
の
目
的
、
使
命
を
達
成

す
る
た
め
に
、
必
要
な
講
座
、
ま
た
は
こ
れ
に
代
る
適
当
な
制

度
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
改
訂
す
る
こ

と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
各
大
学
は
、
そ
の
目

的
・
使
命
に
応
じ
て
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
研
究
・
教
授
の
組

織
形
態
を
自
由
に
決
し
、
各
々
そ
の
独
自
の
学
風
と
特
色
を
遺

憾
な
く
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
建
前
と
な
つ
て
い
る
。

そ
し
て
研
究
・
教
授
の
組
織
形
態
を
裏
付
け
る
教
員
組
織

は
、
講
座
に
お
け
る
場
合
を
明
示
し
て
あ
る
か
ら
、
た
と
え
、

科
目
制
度
な
り
、
ま
た
は
、
そ
の
他
の
適
当
な
制
度
な
り
を
採

用
し
て
も
、
講
座
の
場
合
に
準
拠
し
て
考
慮
す
れ
ば
、
一
行
差

支
え
な
い
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
そ
う
い
う
場
合
に

は
、
講
座
を
そ
れ
に
該
当
す
る
主
要
学
科
目
と
い
う
意
味
に
解

釈
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。

た
だ4

の
「
講
座
を
担
任
し
な
い
教
授
及
び
講
座
に
属
し
な

い
助
教
授
、
助
手
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
条
項
は
、

本
来
文
字
通
り
に
解
釈
し
て
差
し
支
え
な
い
が
、
更
に
詳
し
く

い
え
ば
二
通
り
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
講

座
を
担
任
、
ま
た
は
そ
れ
に
所
属
し
な
い
が
、
他
の
授
業
に
関

連
す
る
も
の
と
、
授
業
に
は
一
切
関
係
な
く
専
ら
研
究
に
の
み

専
念
す
る
所
謂
研
究
所
の
教
授
、
助
教
授
等
の
意
味
の
も
の
と

の
二
通
り
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
、
大
学
の
教
育
内
容

の
充
実
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
か
よ
う
な
教
授
が
相
当
多
数
置
か

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
。
殊
に
大
学
院
を
設
置
す
る

大
学
に
お
い
て
は
、
学
部
や
研
究
所
の
教
授
団
を
充
実
し
、
そ

の
黄
溢
す
る
力
を
も
つ
て
大
学
院
の
指
導
に
当
る
建
前
に
な
つ

て
い
る
か
ら
、
な
お
さ
ら
、
そ
う
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
で

あ
ろ
う
。
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２

主
要
学
科
目
以
外
の
学
科
目
に
つ
い
て
も
な
る

べ
く
専
任
の
教
授
、
助
教
授
若
し
く
は
講
師
が
こ

れ
を
担
当
す
る
も
の
と
し
、
大
学
の
事
情
に
よ
つ

て
は
兼
任
の
教
授
、
助
教
授
若
し
く
は
講
師
が
こ

れ
を
担
当
し
、
又
は
分
担
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

実
験
、
実
習
、
演
習
又
は
実
技
を
伴
う
学
科
目

に
は
、
な
る
べ
く
助
手
を
置
く
も
の
と
す
る
。

（
講
座
制
）

第
七
条

講
座
に
は
、
教
授
、
助
教
授
及
び
助
手
を

置
く
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
講
座
の
種
類
に
よ

り
特
別
な
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
講
師
を
置
き
、

又
は
助
教
授
若
し
く
は
助
手
を
欠
く
こ
と
が
で
き

る
。

２

講
座
は
、
専
任
の
教
授
が
担
当
す
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
講
座
を
担
当
す
べ
き
適
当
な
教
授

が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
限
り
、
専
任
の
助
教
授
若

し
く
は
講
師
又
は
兼
任
の
教
授
、
助
教
授
若
し
く

は
講
師
が
こ
れ
を
担
当
し
、
又
は
分
担
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
講
座
外
授
業
）

第
八
条

講
座
制
を
設
け
る
大
学
に
お
い
て
、
講
座

外
の
授
業
を
設
け
る
と
き
は
、
な
る
べ
く
専
任
の

助
教
授
若
し
く
は
講
師
が
こ
れ
を
担
当
す
る
も
の

と
し
、
大
学
の
事
情
に
よ
つ
て
は
兼
任
の
教
授
、

助
教
授
若
し
く
は
講
師
が
こ
れ
を
担
当
し
、
又
は

分
担
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
授
業
を
担
当
し
な
い
教
員
）

第
九
条

前
三
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
大
学

に
は
、
教
育
研
究
上
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
授
業

を
担
当
し
な
い
教
授
、
助
教
授
又
は
助
手
を
置
く

こ
と
が
で
き
る
。

（
専
任
教
員
）

第
十
条

教
員
は
、
一
の
大
学
に
限
り
、
専
任
教
員

と
な
る
も
の
と
す
る
。

（
専
任
教
員
数
）

第
十
一
条

大
学
の
学
部
に
お
け
る
専
任
教
員
の
数

は
、
別
表
第
一
か
ら
第
三
ま
で
の
と
お
り
と
す

る
。

（
兼
任
教
員
数
）

第
十
二
条

第
六
条
、
第
七
条
又
は
第
八
条
の
規
定

に
よ
る
兼
任
の
教
員
の
合
計
数
は
、
全
教
員
数
の

二
分
の
一
を
こ
え
な
い
も
の
と
す
る
。

大学設置基準の主な変遷（教員組織関係）②

な
お
、
学
科
目
制
に
お
け
る
主
要
学
科
目
は
、
当

該
大
学
が
定
め
る
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
専
攻

分
野
に
よ
つ
て
主
要
学
科
目
と
す
べ
き
基
本
的
な

学
科
目
は
お
の
ず
か
ら
定
ま
つ
て
い
る
と
も
い
え

る
の
で
、
例
え
ば
た
ま
た
ま
主
要
学
科
目
と
す
べ

き
学
科
目
を
担
当
す
る
教
員
を
得
ら
れ
な
い
た
め

に
、
そ
の
学
科
目
を
主
要
学
科
目
か
ら
外
し
た

り
、
逆
に
主
要
学
科
目
と
す
べ
き
で
な
い
の
に
、

た
ま
た
ま
教
員
が
い
る
た
め
に
そ
の
学
科
目
を
主

要
学
科
目
に
入
れ
た
り
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
。
あ
く
ま
で
そ
の
専
攻
分
野
に
応
じ
て
定
め
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。

二

講
座
制
に
お
い
て
は
、
学
部
学
科
に
よ
り
相

違
は
あ
る
が
、
講
座
が
専
任
の
教
授
、
助
教
授
及

び
助
手
を
も
つ
て
組
織
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て

い
る
の
で
、
教
授
は
講
座
の
責
任
者
で
あ
り
、
担

当
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
専

任
の
教
授
が
一
時
欠
け
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は

そ
の
講
座
の
助
教
授
か
ほ
か
の
講
座
の
教
授
等
が

担
当
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
大
学
以
外
か
ら

兼
務
す
る
場
合
の
教
員
数
の
制
限
に
つ
い
て
は
学

科
目
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
な
お
、
講
座
に
お

け
る
助
教
授
又
は
専
任
の
講
師
は
、
教
授
の
下
に

教
授
の
職
務
を
助
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
授
業
を

担
当
せ
ず
、
研
究
に
専
念
す
る
こ
と
が
多
い
。

三

主
要
学
科
目
以
外
の
学
科
目
又
は
特
別
の
授

業
科
目
の
担
当
に
つ
い
て
第
六
条
第
二
項
及
び
第

八
条
で
定
め
て
い
る
が
、
大
学
の
事
情
に
よ
つ
て

は
勿
論
専
任
の
教
授
に
担
当
さ
せ
て
も
差
し
つ
か

え
な
い
趣
旨
で
あ
る
。
た
だ
し
、
主
要
学
科
目
又

は
講
座
に
お
け
る
教
員
定
員
を
さ
い
て
こ
れ
に
あ

て
る
意
味
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。

四

大
学
は
、
教
育
研
究
上
必
要
あ
る
と
き
は
、

授
業
を
担
当
し
な
い
教
授
、
助
教
授
又
は
助
手
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は

大
学
付
属
の
研
究
職
員
と
か
附
属
学
校
の
長
の
職

に
教
授
、
助
教
授
等
を
充
て
る
場
合
な
ど
を
指
し

て
い
る
。

五

専
任
教
員
は
そ
の
定
義
が
非
常
に
ま
ち
ま
ち

に
な
つ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
大
学
だ
け
に
職

を
持
つ
者
が
二
以
上
の
大
学
に
お
い
て
教
え
て
い

る
場
合
に
は
、
一
大
学
が
専
任
教
員
で
あ
れ
ば
、

当
然
ほ
か
の
大
学
は
兼
任
教
員
で
あ
る
。
ま
た
、

大
学
と
し
て
は
一
大
学
だ
け
教
え
て
い
る
が
、
会

社
に
勤
務
し
て
い
る
と
か
、
医
師
、
歯
科
医
師
、

薬
剤
師
又
は
弁
護
士
等
を
開
業
し
て
い
る
と
か
の

場
合
に
は
専
任
教
員
と
み
な
し
が
た
い
場
合
が
多

い
。
従
つ
て
専
任
教
員
の
判
定
は
一
律
に
は
定
め

難
い
が
、
そ
の
給
与
が
生
活
を
支
え
る
程
度
の
も

の
か
ど
う
か
又
一
週
間
の
勤
務
時
間
が
ど
の
程
度

か
、
学
内
に
研
究
室
を
持
つ
て
い
る
か
等
に
よ
り

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
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別
表
第
一
（
医
学
、
歯
学
以
外
の
学
部
の
一
般
教
育
科

目
、
外
国
語
科
目
及
び
保
健
体
育
科
目
専
任
教
員

数
）

備
考

一

こ
の
表
に
定
め
る
入
学
定
員
及
び
教
員
数
は
、
二
以
上
の

学
部
を
置
く
大
学
の
場
合
は
、
各
学
部
の
入
学
定
員
及
び

教
員
数
の
合
計
数
と
す
る
。

二

こ
の
表
に
定
め
る
教
員
数
は
、
教
授
、
助
教
授
ま
た
は
講

師
の
数
を
示
し
、
そ
の
合
計
数
の
半
数
以
上
は
原
則
と
し

て
教
授
と
す
る
（
以
下
別
表
第
二
及
び
別
表
第
三
に
お
い

て
同
じ
。
）
。

三

入
学
定
員
が
百
人
未
満
の
場
合
に
は
、
社
会
科
学
系
以
外

の
教
員
一
人
を
減
じ
て
六
人
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

入
学
定
員
が
こ
の
表
に
定
め
る
数
を
こ
え
る
場
合
は
、
そ

の
こ
え
る
入
学
定
員
に
応
じ
て
相
当
数
の
教
員
を
増
加
す

る
も
の
と
す
る
（
以
下
別
表
第
二
及
び
別
表
第
三
に
お
い

て
同
じ
。
）
。

五

夜
間
学
部
が
こ
れ
と
同
じ
種
類
の
昼
間
に
お
い
て
授
業
を

行
う
学
部
（
以
下
「
昼
間
学
部
」
と
い
う
。
）
と
同
一
の

施
設
等
を
使
用
す
る
場
合
の
教
員
数
は
、
こ
の
表
に
定
め

る
教
員
数
の
三
分
の
一
以
上
と
す
る
。
た
だ
し
、
夜
間
学

部
の
入
学
定
員
が
当
該
昼
間
学
部
の
入
学
定
員
を
こ
え
る

場
合
は
、
そ
の
こ
え
る
入
学
定
員
に
応
じ
て
相
当
数
の
教

員
を
増
加
す
る
も
の
と
す
る
（
以
下
別
表
第
三
に
お
い
て

同
じ
。
）
。

別
表
第
二

（
進
学
の
課
程
の
専
任
教
員
数
）

大学設置基準の主な変遷（教員組織関係）③

合

計

保
健
体
育
科
目

外
国
語
科
目

自
然
科
学
系

社
会
科
学
系

人
文
科
学
系

一
般
教
育
科
目

授
業
科
目
の
種
類

七 〇 二 二 一 二 入
学
定
員
一
〇
〇

人
の
場
合

専
任
教
員
数

一
二

一 三 三 二 三 入
学
定
員
二
〇
〇

人
の
場
合

一
五

一 五 四 二 三 入
学
定
員
三
〇
〇

人
の
場
合

合

計

保
健
体
育
科
目

外
国
語
科
目

自
然
科
学
系

社
会
科
学
系

人
文
科
学
系

一
般
教
育
科
目

授
業
科
目
の
種
類

六〇一 三一一 入
学
定
員
六
〇
人
の
場
合

専
任
教
員
数

八〇二 四一一 入
学
定
員
一
二
〇
人
の
場

合
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別
表
第
三
（
専
門
教
育
科
目
専
任
教
員
数
）

備
考

一

入
学
定
員
が
、
こ
の
表
に
定
め
る
数
に
満
た
な
い
場
合
の

専
任
教
員
数
は
、
そ
の
二
割
の
範
囲
内
に
お
い
て
兼
任
の

教
員
に
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

二

二
以
上
の
学
科
で
組
織
す
る
学
部
の
場
合
、
共
通
す
る
授

業
科
目
が
あ
る
と
き
は
、
文
学
部
、
理
学
部
、
工
学
部
、

農
学
部
又
は
家
政
に
関
す
る
学
部
に
あ
つ
て
は
、
一
の
学

科
以
外
の
学
科
に
お
い
て
こ
の
表
に
定
め
る
教
員
数
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
一
人
を
減
じ
た
数
（
た
だ
し
、
教
授
は
、
文
学

部
及
び
家
政
に
関
す
る
学
部
に
あ
つ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
三
人

以
上
、
理
学
部
、
工
学
部
及
び
農
学
部
に
あ
つ
て
は
そ
れ

ぞ
れ
四
人
以
上
と
す
る
。)

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三

二
以
上
の
学
科
で
組
織
す
る
学
部
の
場
合
、
共
通
す
る
授

業
科
目
が
あ
る
と
き
は
、
法
学
部
、
経
済
学
部
又
は
商
学

部
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
教
員
数
を
学
科
間
で

融
通
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
た
だ
し
、
学
部
の
教
員
数
は
、

こ
の
表
に
定
め
る
教
員
数
の
合
計
数
を
減
じ
な
い
も
の
と

す
る
。

四

こ
の
表
に
掲
げ
る
学
部
以
外
の
学
部
に
お
け
る
教
員
数
に

つ
い
て
は
、
当
該
学
部
に
類
似
す
る
こ
の
表
に
掲
げ
る
学

部
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
教
員
養
成
に
関

す
る
学
部
に
つ
い
て
は
、
免
許
状
の
種
類
に
応
じ
、
教
育

職
員
免
許
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
及

び
教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
文
部
省

令
第
二
十
六
号
）
に
規
定
す
る
教
科
及
び
教
職
に
関
す
る

専
門
科
目
の
所
要
単
位
を
修
得
さ
せ
る
の
に
必
要
な
数
の

教
員
を
置
く
も
の
と
す
る
。

大学設置基準の主な変遷（教員組織関係）④

体
育
に
関
す

る
学
部

音
楽
に
関
す

る
学
部

美
術
に
関
す

る
学
部

家
政
に
関
す

る
学
部

薬
学
に
関
す

る
学
部

農
学
部

工
学
部

理
学
部

商
学
部

経
済
学
部

法
学
部

教
育
に
関
す

る
学
部

文
学
部

学
部
名

五
〇―

一
〇
〇

五
〇―

一
〇
〇

五
〇―

一
〇
〇

五
〇―

一
〇
〇

五
〇―

一
〇
〇

五
〇―

一
〇
〇

五
〇―

一
〇
〇

五
〇―

一
〇
〇

一
〇
〇―

二
〇
〇

一
〇
〇―

二
〇
〇

一
〇
〇―

二
〇
〇

八
〇―

一
五
〇

八
〇―
一
五
〇

入
学
定
員

一
学
科
で
組
織
す
る
場
合
の
専
任
教
員

数

一
二

一
〇

一
〇

一
〇

一
四

一
四

一
四

一
四

一
四

一
四

一
四

一
〇

一
〇

専
任
教
員
数

四
〇―

八
〇

四
〇―

六
〇

四
〇―

六
〇

四
〇―

六
〇

四
〇―

六
〇

四
〇―

八
〇

四
〇―

八
〇

四
〇―
八
〇

一
〇
〇―

一
五
〇

一
〇
〇―

一
五
〇

一
〇
〇―

一
五
〇

五
〇―

一
〇
〇

五
〇―

一
〇
〇

入
学
定
員

二
以
上
の
学
科
で
組
織
す
る
場
合
の
一

学
科
の
入
学
定
員
及
び
専
任
教
員
数

八 六 六 六 八 八 八 八 一
〇

一
〇

一
〇

六 六 専
任
教
員
数
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大学設置基準の主な変遷（教員組織関係）⑤

昭
和4

5

年9

月1
9

日
文
大
大
第
４
３
２
号
「
大
学
設
置

基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
制
定
に
つ
い
て

（
通
達
）
」
（
抄
）

Ⅰ

改
正
の
趣
旨

今
回
の
改
正
は
、
各
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育

方
針
に
基
づ
き
教
育
課
程
、
と
く
に
一
般
教
育
関

係
の
教
育
課
程
を
よ
り
弾
力
的
に
編
成
、
展
開
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
一
般
教
育
科
目
の
開
設
方

法
、
各
授
業
科
目
の
単
位
数
、
卒
業
の
要
件
等
に

つ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
あ
わ

せ
て
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
教
育
を
実
情
に
即

し
て
改
善
す
る
た
め
、
外
国
人
留
学
生
に
係
る
卒

業
の
要
件
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
。

別
表
第
一

（
医
学
、
歯
学
以
外
の
学
部
の
一
般
教

育
科
目
、
外
国
語
科
目
及
び
保
健
体
育
科
目
専
任

教
員
数
）

備
考

一
・
二

（
略
）

三

入
学
定
員
が
百
人
未
満
の
場
合
に
は
、
一
般
教
育
科
目

又
は
外
国
語
科
目
の
教
員
一
人
を
減
じ
て
六
人
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

四
・
五

（
略
）

六

こ
の
表
に
定
め
る
一
般
教
育
科
目
の
教
員
数
の
う
ち
人

文
、
社
会
及
び
自
然
の
各
分
野
ご
と
の
数
は
、
入
学
定
員

一
〇
〇
人
の
場
合
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
人
以
上
、
入
学
定
員

二
〇
〇
人
の
場
合
及
び
三
〇
〇
人
の
場
合
に
は
そ
れ
ぞ
れ

二
人
以
上
と
す
る
。

別
表
第
二

（
進
学
の
課
程
の
専
任
教
員
数
）

備
考こ

の
表
に
定
め
る
一
般
教
育
科
目
の
教
員
数
の
う
ち
人
文
、

社
会
及
び
自
然
の
各
分
野
ご
と
の
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人

以
上
と
す
る
。

【昭和45年8月31日公布】

合

計

保
健
体
育
科
目

外
国
語
科
目

一
般
教
育
科
目

授
業
科
目
の
種
類

七 〇 二 五 入
学
定
員
一
〇
〇

人
の
場
合

専
任
教
員
数

一
二

一 三 八 入
学
定
員
二
〇
〇

人
の
場
合

一
五

一 五 九 入
学
定
員
三
〇
〇

人
の
場
合

合

計

保
健
体
育
科
目

外
国
語
科
目

一
般
教
育
科
目

授
業
科
目
の
種
類

六〇 一五 入
学
定
員
六
〇
人
の
場
合

専
任
教
員
数

八〇 二六 入
学
定
員
一
二
〇
人
の
場

合
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（
講
座
外
授
業
）

第
八
条

（
略
）

（
学
部
以
外
の
基
本
組
織
に
関
す
る
特
例
）

第
八
条
の
二

学
部
以
外
の
基
本
組
織
を
置
く
大
学

は
、
当
該
学
部
以
外
の
基
本
組
織
に
関
し
、
学
科

目
制
及
び
講
座
制
を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
学
部
以
外
の
基
本
組

織
の
教
育
研
究
上
主
要
と
認
め
ら
れ
る
分
野
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
担
当
す
る
専
任
の

教
授
又
は
助
教
授
を
置
く
も
の
と
す
る
。

大学設置基準の主な変遷（教員組織関係）⑥

昭
和5

0
年1

2

月2
5

日
文
大
医
第
３
３
９
号
「
大
学
設

置
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
制
定
等
に
つ

い
て
（
通
達
）
」
（
抄
）

今
回
の
改
正
は
、
医
学
部
又
は
歯
学
部
を
置
く

大
学
が
、
医
・
歯
学
の
高
度
の
発
展
並
び
に
医
・

歯
学
の
教
育
、
研
究
の
拡
充
に
対
す
る
社
会
の
要

請
に
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
医
・
歯
学
教
育
の

水
準
の
維
持
向
上
を
図
り
、
か
つ
、
創
意
と
工
夫

を
生
か
し
た
設
置
運
営
を
図
り
得
る
よ
う
に
医
学

部
又
は
歯
学
部
の
設
置
基
準
に
関
す
る
従
来
の
取

扱
い
を
改
善
し
、
省
令
と
し
て
規
定
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

【昭和48年11月28日公布】

昭
和4

8

年1
1

月2
8

日
文
大
大
第
４
７
６
号
「
大
学
設

置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
制
定
に
つ
い
て

（
通
達
）
」
（
抄
）

Ⅰ

趣
旨

今
回
の
改
正
は
、
去
る
九
月
二
十
九
日
公
布
さ

れ
た
国
立
学
校
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
三
号
）
に
よ
り
学

校
教
育
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
大
学
に
学
部
以

外
の
教
育
研
究
上
の
基
本
と
な
る
組
織
（
以
下

「
学
部
以
外
の
基
本
組
織
」
と
い
う
。
）
を
置
く

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
学

部
以
外
の
基
本
組
織
の
設
置
基
準
上
の
取
扱
い
を

定
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
機
会
に
、
授
業
科
目

の
区
分
の
取
扱
い
及
び
授
業
期
間
に
つ
い
て
弾
力

化
を
図
る
な
ど
、
各
大
学
が
そ
の
特
色
を
生
か
し

て
多
様
な
教
育
研
究
を
展
開
し
う
る
よ
う
所
要
の

措
置
を
講
じ
た
も
の
で
あ
る
。

（
専
任
教
員
数
）

第
十
一
条

大
学
の
学
部
に
お
け
る
専
任
教
員
の
数

は
、
別
表
第
一
及
び
別
表
第
三
ま
で
の
と
お
り
と

す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
医
学
又
は
歯
学

の
学
部
に
お
け
る
専
任
教
員
の
数
は
、
別
表
第
二

及
び
別
表
第
三
の
二
の
と
お
り
と
す
る
。

別
表
第
二

医
学
又
は
歯
学
の
学
部
の
一
般
教
育
科

目
、
外
国
語
科
目
及
び
保
健
体
育
科
目
専
任
教
員

数
（
第
十
一
条
関
係
）

備
考

一

こ
の
表
に
定
め
る
一
般
教
育
科
目
の
教
員
数
の
う
ち
人

文
、
社
会
及
び
自
然
の
各
分
野
ご
と
の
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ

一
人
以
上
と
す
る
。

二

入
学
定
員
が
八
十
人
の
場
合
に
は
、
一
般
教
育
科
目
の

教
員
数
を
六
人
と
し
、
外
国
語
科
目
の
教
員
数
を
一
人
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三

入
学
定
員
が
八
十
人
未
満
の
場
合
に
は
、
一
般
教
育
科

目
の
教
員
数
を
五
人
と
し
、
外
国
語
科
目
の
教
員
数
を
一

人
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【昭和50年12月25日公布】

合

計

保
健
体
育
科
目

外
国
語
科
目

一
般
教
育
科
目

授
業
科
目
の
種
類

六 〇一五 入
学
定
員
六
〇
人
の
場
合

専
任
教
員
数

八 〇二六 入
学
定
員
一
二
〇
人
の
場

合
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別
表
第
三
の
二

医
学
又
は
歯
学
の
学
部
の
専
門
教

育
科
目
専
任
教
員
数
（
第
十
一
条
関
係
）

備
考

一

こ
の
表
に
定
め
る
医
学
部
の
専
任
教
員
数
の
う
ち
教
授
、

助
教
授
又
は
講
師
の
合
計
数
は
、
六
十
人
以
上
と
し
、
そ

の
う
ち
三
十
人
以
上
は
教
授
と
す
る
。

二

こ
の
表
に
定
め
る
歯
学
部
の
専
任
教
員
数
の
う
ち
教
授
、

助
教
授
又
は
講
師
の
合
計
数
は
、
三
十
六
人
以
上
と
し
、

そ
の
う
ち
十
八
人
以
上
は
教
授
と
す
る
。

三

入
学
定
員
が
こ
の
表
に
定
め
る
数
に
満
た
な
い
場
合
に

は
、
専
任
教
員
数
の
一
部
を
減
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

附
属
病
院
に
お
け
る
教
育
、
研
究
及
び
診
療
に
主
と
し

て
従
事
す
る
相
当
数
の
専
任
教
員
を
別
に
置
く
も
の
と
す

る
。

大学設置基準の主な変遷（教員組織関係）⑦

歯
学
部

医
学
部

学
部
名
／

入
学
定
員

八
五
一
四
〇

入
学
定
員
八
〇
人

の
場
合

九
九
一
四
〇

入
学
定
員
一
二
〇

人
の
場
合

一
一
三

ー 入
学
定
員
一
六
〇

人
の
場
合

昭
和5

9

年8
月1

3

日
文
高
大
第
２
４
０
号
「
大
学
設
置

基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
に
つ
い
て

（
通
達
）
」
（
抄
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
一
年
度
か
ら
の
一
八
歳

人
口
急
増
急
減
に
対
処
す
る
た
め
、
大
学
設
置
審

議
会
大
学
設
置
計
画
分
科
会
の
報
告
（
「
昭
和
六

一
年
度
以
降
の
高
等
教
育
の
計
画
的
整
備
に
つ
い

て
」
）
に
お
い
て
「
期
間
を
限
つ
た
定
員
増
」
に

係
る
大
学
設
置
基
準
の
取
扱
い
に
つ
い
て
答
申
が

行
わ
れ
た
こ
と
に
基
づ
き
、
大
学
設
置
基
準
に
つ

い
て
所
要
の
改
正
を
行
つ
た
も
の
で
、
そ
の
概
要

は
左
記
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

附

則

１
～
６

（
略
）

７

昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
昭
和
六
十
七
年
度
ま
で

の
間
に
期
間
（
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
昭
和
七
十

四
年
度
ま
で
の
間
の
年
度
間
に
限
る
。
）
を
付
し

て
入
学
定
員
を
増
加
す
る
大
学
（
次
項
に
お
い
て

「
期
間
を
付
し
て
入
学
定
員
を
増
加
す
る
大
学
」

と
い
う
。
）
の
専
任
教
員
数
に
つ
い
て
は
、
第
十

一
条
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
、
当
該
入
学
定
員
の

増
加
に
伴
い
必
要
と
さ
れ
る
専
任
教
員
数
が
増
加

す
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
当
該
増
加
す
る
こ
と

と
な
る
専
任
教
員
数
は
、
教
育
に
支
障
の
な
い
限

度
に
お
い
て
、
兼
任
の
教
員
を
も
つ
て
充
て
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

は
、
第
十
二
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

【昭和59年8月13日公布】
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第
三
章

教
員
組
織

（
学
科
目
制
及
び
講
座
制
）

第
七
条

（
略
）

（
学
科
目
制
）

第
八
条

教
育
上
主
要
と
認
め
ら
れ
る
学
科
目
（
以

下
「
主
要
学
科
目
」
と
い
う
。
）
は
、
原
則
と
し

て
専
任
の
教
授
又
は
助
教
授
が
担
当
す
る
も
の
と

し
、
主
要
学
科
目
以
外
の
学
科
目
に
つ
い
て
は
、

な
る
べ
く
専
任
の
教
授
、
助
教
授
又
は
講
師
が
担

当
す
る
も
の
と
す
る
。

［
削
除
］
（※

旧
第
２
項
（
主
要
学
科
目
以
外
の
学

科
目
に
関
す
る
規
定
）
）

２

演
習
、
実
験
、
実
習
又
は
実
技
を
伴
う
学
科
目

に
は
、
な
る
べ
く
助
手
を
置
く
も
の
と
す
る
。

（
講
座
制
）

第
九
条

（
略
）

２

講
座
は
、
原
則
と
し
て
専
任
の
教
授
が
担
当
す

る
も
の
と
す
る
。

［
削
除
］
（※

旧
第
八
条
（
講
座
外
授
業
）
）

（
学
部
以
外
の
基
本
組
織
に
関
す
る
特
例
）

第
十
条

（
略
）

（
授
業
を
担
当
し
な
い
教
員
）

第
十
一
条

前
三
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
大

学
に
は
、
教
育
研
究
上
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
授

業
を
担
当
し
な
い
教
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
専
任
教
員
）

第
十
二
条

（
略
）

（
専
任
教
員
数
）

第
十
三
条

大
学
に
お
け
る
専
任
教
員
の
数
は
、
別

表
第
一
に
よ
り
当
該
大
学
に
置
く
学
部
の
種
類
に

応
じ
定
め
る
数
と
別
表
第
二
に
よ
り
大
学
全
体
の

収
容
定
員
に
応
じ
定
め
る
数
を
合
計
し
た
数
以
上

と
す
る
。

［
削
除
］
（※

旧
第
２
項
（
医
学
・
歯
学
の
学
部
に

関
す
る
規
定
）
）

［
削
除
］
（※

旧
第
十
二
条
（
兼
任
教
員
数
）
）

大学設置基準の主な変遷（教員組織関係）⑧
【平成3年6月3日公布】

平
成
３
年
６
月
24
日
文
高
大
第
１
８
４
号
「
大
学
設

置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
等
に
つ
い

て
（
通
知
）
」
（
抄
）

今
回
の
改
正
は
、
個
々
の
大
学
が
、
そ
の
教
育

理
念
・
目
的
に
基
づ
き
、
学
術
の
進
展
や
社
会
の

要
請
に
適
切
に
対
応
し
つ
つ
、
特
色
あ
る
教
育
研

究
を
展
開
し
得
る
よ
う
、
大
学
設
置
基
準
の
大
綱

化
に
よ
り
制
度
の
弾
力
化
を
図
る
と
と
も
に
、

（
略
）

三

教
員
組
織
に
つ
い
て

（
一
）

学
科
目
制
・
講
座
制
に
つ
い
て

学
科
目
制
・
講
座
制
に
つ
い
て
は
、
そ
の
弾
力

的
な
運
用
を
阻
害
し
な
い
よ
う
、
講
座
及
び
学
科

目
を
担
当
す
る
教
員
に
つ
い
て
の
規
定
の
整
理
を

行
う
と
と
も
に
、
講
座
外
授
業
の
規
定
を
廃
止
し

た
こ
と
。

（
二
）

専
任
教
員
数
に
つ
い
て

①

専
任
教
員
数
の
基
準
に
つ
い
て
、
従
来
の
授

業
科
目
の
区
分
に
応
じ
教
員
数
を
定
め
る
方
式

を
改
め
、
当
該
大
学
に
置
く
学
部
の
種
類
に
応

じ
定
め
る
数
と
大
学
全
体
の
収
容
定
員
に
応
じ

定
め
る
数
を
合
計
し
た
数
以
上
と
す
る
こ
と
と

し
た
こ
と
。

②

専
任
教
員
数
の
基
準
を
定
め
る
別
表
に
つ
い

て
、
編
入
学
定
員
の
設
定
を
可
能
に
す
る
た
め
、

入
学
定
員
に
基
づ
き
算
定
す
る
方
式
に
改
め
る

と
と
も
に
、
学
部
の
種
類
の
例
示
の
廃
止
、
授

業
科
目
の
区
分
の
廃
止
、
昼
夜
開
講
制
に
対
応

し
た
規
定
の
整
備
を
行
っ
た
こ
と
。

（
三
）

兼
任
教
員
数
に
つ
い
て

兼
任
の
教
員
の
合
計
数
は
全
教
員
数
の
二
分
の

一
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
旨
の
制
限
は
廃
止
し
、

大
学
の
判
断
に
よ
り
必
要
な
数
の
兼
任
教
員
を
置

く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
こ
と
。
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別
表
第
一

学
部
の
種
類
に
応
じ
定
め
る
専
任
教
員
数

（
第
十
三
条
関
係
）

イ

医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部
以
外
の
学
部
に
係

る
も
の

備
考

一

こ
の
表
に
定
め
る
教
員
数
は
教
授
、
助
教
授
又
は
講
師
の
数

を
示
し
、
そ
の
合
計
数
の
半
数
以
上
は
原
則
と
し
て
教
授
と

す
る
（
以
下
別
表
第
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

二

収
容
定
員
が
、
こ
の
表
に
定
め
る
数
に
満
た
な
い
場
合
の
専

任
教
員
数
は
、
そ
の
二
割
の
範
囲
内
に
お
い
て
兼
任
の
教
員

に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

三

収
容
定
員
が
こ
の
表
に
定
め
る
数
を
超
え
る
場
合
は
、
そ
の

超
え
る
収
容
定
員
に
応
じ
て
相
当
数
の
教
員
を
増
加
す
る
も

の
と
す
る
（
以
下
ロ
及
び
別
表
第
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

四

夜
間
学
部
が
こ
れ
と
同
じ
種
類
の
昼
間
に
お
い
て
授
業
を
行

う
学
部
（
以
下
「
昼
間
学
部
」
と
い
う
。
）
と
同
一
の
施
設

等
を
使
用
す
る
場
合
の
教
員
数
は
、
こ
の
表
に
定
め
る
教
員

数
の
三
分
の
一
以
上
と
す
る
。
た
だ
し
、
夜
間
学
部
の
収
容

定
員
が
当
該
昼
間
学
部
の
収
容
定
員
を
超
え
る
場
合
は
、
そ

の
超
え
る
収
容
定
員
に
応
じ
て
相
当
数
の
教
員
を
増
加
す
る

も
の
と
す
る
（
以
下
別
表
第
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

五

昼
夜
開
講
制
を
実
施
す
る
場
合
は
、
こ
れ
に
係
る
収
容
定
員
、

履
修
方
法
、
授
業
の
開
設
状
況
等
を
考
慮
し
て
、
教
育
に
支

障
の
な
い
限
度
に
お
い
て
、
こ
の
表
に
定
め
る
教
員
数
を
減

ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
以
下
別
表
第
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

六

こ
の
表
に
掲
げ
る
学
部
以
外
の
学
部
に
係
る
教
員
数
に
つ
い

て
は
、
当
該
学
部
に
類
似
す
る
こ
の
表
に
掲
げ
る
学
部
の
例

に
よ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
教
員
養
成
に
関
す
る
学
部

に
つ
い
て
は
、
免
許
状
の
種
類
に
応
じ
、
教
育
職
員
免
許
法

（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
及
び
教
育
職
員
免

許
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
文
部
省
令
第
二
十
六
号
）

に
規
定
す
る
教
科
及
び
教
職
に
関
す
る
科
目
の
所
要
単
位
を

修
得
さ
せ
る
の
に
必
要
な
数
の
教
員
を
置
く
も
の
と
す
る
ほ

か
、
こ
の
表
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、

別
に
定
め
る
。

大学設置基準の主な変遷（教員組織関係）⑨

体
育
関
係

音
楽
関
係

美
術
関
係

家
政
関
係

薬
学
関
係

農
学
関
係

工
学
関
係

理
学
関
係

商
学
関
係

経
済
学
関
係

法
学
関
係

教
育
関
係

文
学
関
係

学
部
の
種
類

二
〇
〇―

四
〇
〇

二
〇
〇―

四
〇
〇

二
〇
〇―

四
〇
〇

二
〇
〇―

四
〇
〇

二
〇
〇―

四
〇
〇

二
〇
〇―

四
〇
〇

二
〇
〇―

四
〇
〇

二
〇
〇―

四
〇
〇

四
〇
〇―

八
〇
〇

四
〇
〇―

八
〇
〇

四
〇
〇―

八
〇
〇

三
二
〇―

六
〇
〇

三
二
〇―

六
〇
〇

収
容
定
員

一
学
科
で
組
織
す
る
場
合
の
専
任
教
員

数

一
二

一
〇

一
〇

一
〇

一
四

一
四

一
四

一
四

一
四

一
四

一
四

一
〇

一
〇

専
任
教
員
数

一
六
〇―

三
二
〇

一
六
〇―

二
四
〇

一
六
〇―

二
四
〇

一
六
〇―

二
四
〇

一
六
〇―

二
四
〇

一
六
〇―

三
二
〇

一
六
〇―

三
二
〇

一
六
〇―
三
二
〇

四
〇
〇―

六
〇
〇

四
〇
〇―

六
〇
〇

四
〇
〇―

六
〇
〇

二
〇
〇―

四
〇
〇

二
〇
〇―

四
〇
〇

収
容
定
員

二
以
上
の
学
科
で
組
織
す
る
場
合
の
一

学
科
の
収
容
定
員
並
び
に
専
任
教
員
数

八 六 六 六 八 八 八 八 一
〇

一
〇

一
〇

六 六 専
任
教
員
数
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ロ

医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部
に
係
る
も
の

備
考一

こ
の
表
に
定
め
る
医
学
に
関
す
る
学
部
に
係
る
専
任
教
員

数
の
う
ち
教
授
、
助
教
授
又
は
講
師
の
合
計
数
は
、
六
十
人

以
上
と
し
、
そ
の
う
ち
三
十
人
以
上
は
教
授
と
す
る
。

二

こ
の
表
に
定
め
る
歯
学
に
関
す
る
学
部
に
係
る
専
任
教
員

数
の
う
ち
、
教
授
、
助
教
授
又
は
講
師
の
合
計
数
は
、
三
十

六
人
以
上
と
し
、
そ
の
う
ち
十
八
人
以
上
は
教
授
と
す
る
。

三

収
容
定
員
が
こ
の
表
に
定
め
る
数
に
満
た
な
い
場
合
は
、

専
任
教
員
数
の
一
部
を
減
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

附
属
病
院
に
お
け
る
教
育
、
研
究
及
び
診
療
に
主
と
し
て

従
事
す
る
相
当
数
の
専
任
教
員
を
別
に
置
く
も
の
と
す
る
。

五

こ
の
表
に
定
め
る
専
任
教
員
数
は
、
医
学
又
は
歯
学
に
関

す
る
学
科
の
み
を
置
く
場
合
に
係
る
専
任
教
員
数
と
し
、
そ

の
他
の
学
科
を
置
く
場
合
に
係
る
専
任
教
員
数
に
つ
い
て
は
、

別
に
定
め
る
。

別
表
第
二

大
学
全
体
の
収
容
定
員
に
応
じ
定
め
る
専

任
教
員
数
（
第
十
三
条
関
係
）

備
考一

こ
の
表
に
定
め
る
収
容
定
員
は
、
医
学
又
は
歯
学
に
関
す

る
学
部
以
外
の
学
部
の
収
容
定
員
を
合
計
し
た
数
と
す
る
。

二

収
容
定
員
が
こ
の
表
に
定
め
る
数
に
満
た
な
い
場
合
は
、

専
任
教
員
数
の
一
部
を
減
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

三

医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部
を
置
く
場
合
（
当
該
学
部

に
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
科
の
み
を
置
く
場
合
に
限

る
。
）
に
お
い
て
は
、
当
該
学
部
の
収
容
定
員
が
四
八
〇
人

の
場
合
に
あ
っ
て
は
七
人
、
七
二
〇
人
の
場
合
に
あ
っ
て
は

八
人
を
こ
の
表
に
定
め
る
数
に
加
え
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
当
該
学
部
の
収
容
定
員
が
四
八
〇
人
未
満
の
場
合
に
は
、

そ
の
加
え
る
数
を
六
人
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部
を
置
く
場
合
で
当
該
学
部

に
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
科
以
外
の
学
科
を
置
く
場
合

に
お
い
て
は
、
別
に
定
め
る
数
を
こ
の
表
に
定
め
る
数
に
加

え
る
も
の
と
す
る
。

［
削
除
】
（※

旧
別
表
第
三
（
専
門
教
育
科
目
専
任
教

員
数
）
）

［
削
除
】
（※

旧
別
表
第
三
の
二
（
医
学
又
は
歯
学
の

学
部
の
専
門
教
育
科
目
専
任
教
員
数
）
）

大学設置基準の主な変遷（教員組織関係）⑩

歯
学
関
係

医
学
関
係

学
部
の
種
類
／

収
容
定
員

八
五

一
四
〇

収
容
定
員
四
八
〇

人
の
場
合

九
九

一
四
〇

収
容
定
員
七
二
〇

人
の
場
合

一
一
三

ー 収
容
定
員
九
六
〇

人
の
場
合

専
任
教
員
数

大
学
全
体
の
収
容

定
員

七 四
〇
〇
人

一
二

八
〇
〇
人

一
五

一
、
二
〇
〇
人
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附
則

１
～
８

（
略
）

９

昭
和
六
十
一
年
度
以
降
に
期
間
（
平
成
十
一
年

度
を
終
期
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
付
し
て
入

学
定
員
を
増
加
又
は
設
定
し
た
大
学
で
あ
っ
て
、

当
該
期
間
の
経
過
後
引
き
続
き
、
当
該
入
学
定
員

の
範
囲
内
で
期
間
（
平
成
十
二
年
度
か
ら
平
成
十

六
年
度
ま
で
の
間
の
年
度
間
に
限
る
。
）
を
付
し

て
入
学
定
員
を
増
加
す
る
も
の
の
専
任
教
員
数
及

び
校
地
の
面
積
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
前
二
項
の

例
に
よ
る
。

大学設置基準の主な変遷（教員組織関係）⑪
【平成9年6月5日公布】

平
成1

3

年3

月3
0

日
一
二
文
科
高
第
３
４
６
号
「
大
学

設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
等
に
つ

い
て
（
通
知
）
」
（
抄
）

今
回
の
改
正
は
、
我
が
国
の
高
等
教
育
機
関
が

世
界
に
開
か
れ
た
高
等
教
育
機
関
と
し
て
そ
の
役

割
を
十
分
に
果
た
し
て
い
く
た
め
、
高
等
教
育
制

度
の
国
際
的
な
整
合
性
を
図
り
、
教
育
研
究
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
国
際
競
争
力

を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
を
基
本

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
に

基
づ
き
、
第
一
に
、
柔
軟
か
つ
機
動
的
な
教
育
研

究
の
展
開
の
観
点
か
ら
、
講
座
等
の
組
織
編
制
の

弾
力
化
を
図
る
、
・
・
・
等
の
制
度
改
正
を
行
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
教
員
組
織
）

第
七
条

大
学
は
、
そ
の
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
、
学
科
目
制
、
講
座
制
又
は
大
学
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
必
要
な
教
員
を
置
く
も

の
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

第
十
条

削
除
（※

学
部
以
外
の
基
本
組
織
に
関
す

る
特
例
）

【平成13年3月30日公布】

平
成1

5

年3

月3
1

日
一
五
文
科
高
第
１
６
２
号
「
学
校

教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
つ
い

て
（
通
知
）
」
（
抄
）

第
三

学
校
教
育
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
令
第
十
五
号
）

五

大
学
設
置
基
準
の
一
部
改
正

（
二
）

教
員
の
構
成

大
学
は
、
教
育
研
究
水
準
の
維
持
向
上
及
び
教

育
研
究
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
教
員
の
構
成
が

特
定
の
年
齢
層
に
著
し
く
偏
る
こ
と
の
な
い
よ
う

配
慮
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
。

（
三
）

専
任
教
員

大
学
の
専
任
教
員
は
、
当
該
大
学
以
外
に
お
け

る
教
育
研
究
当
該
大
学
以
外
に
お
け
る
教
育
研
究

活
動
そ
の
他
の
活
動
の
状
況
を
考
慮
し
、
当
該
大

学
に
お
い
て
教
育
研
究
を
担
当
す
る
に
支
障
が
な

い
と
認
め
ら
れ
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
し
た
こ
と
。

（
教
員
組
織
）

第
七
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

大
学
は
、
教
育
研
究
水
準
の
維
持
向
上
及
び
教

育
研
究
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
教
員
の
構
成
が

特
定
の
範
囲
の
年
齢
に
著
し
く
偏
る
こ
と
の
な
い

よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

（
専
任
教
員
）

第
十
二
条

教
員
は
、
一
の
大
学
に
限
り
、
専
任
教

員
と
な
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

専
任
教
員
は
、
当
該
大
学
以
外
に
お
け
る
教
育
研

究
活
動
そ
の
他
の
活
動
の
状
況
を
考
慮
し
、
当
該

大
学
に
お
い
て
教
育
研
究
を
担
当
す
る
に
支
障
が

な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【平成15年4月1日公布】

平
成
９
年
６
月1

8

日
文
高
企
第
３
０
４
号
「
大
学
設

置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
等
に
つ
い

て
（
通
知
）
」
（
抄
）

今
回
の
改
正
は
、
本
年
１
月
の
大
学
審
議
会
の

答
申
「
平
成1

2

年
度
以
降
の
高
等
教
育
の
将
来
構

想
に
つ
い
て
」
に
沿
っ
て
、
大
学
設
置
・
学
校
法

人
審
議
会
大
学
設
置
分
科
会
に
お
い
て
、
平
成1

1

年
度
を
終
期
と
す
る
期
間
を
付
し
て
増
加
し
た
入

学
定
員
（
以
下
「
臨
時
的
定
員
」
と
い
う
。
）
の
、

平
成1

6

年
度
ま
で
を
限
度
と
す
る
延
長
及
び
そ
の

廃
止
に
伴
う
恒
常
的
な
入
学
定
員
（
以
下
「
恒
常

的
定
員
」
と
い
う
。
）
の
増
加
に
つ
い
て
の
取
扱

い
を
決
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
大
学
設
置
基
準
及

び
短
期
大
学
設
置
基
準
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を

行
う
と
と
も
に
、
臨
時
的
定
員
を
延
長
す
る
場
合

及
び
臨
時
的
定
員
の
廃
止
に
伴
い
恒
常
的
定
員
を

増
加
す
る
場
合
の
手
続
き
等
を
定
め
た
も
の
で
す
。
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別
表
第
一

学
部
の
種
類
に
応
じ
定
め
る
専
任
教
員

数
（
第
十
三
条
関
係
）

イ

医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部
以
外
の
学
部
に

係
る
も
の

備
考一

こ
の
表
に
定
め
る
教
員
数
は
教
授
、
助
教
授
又
は
講
師
の

数
を
示
し
、
そ
の
合
計
数
の
半
数
以
上
は
原
則
と
し
て
教

授
と
す
る
（
別
表
第
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

二

収
容
定
員
が
こ
の
表
に
定
め
る
数
に
満
た
な
い
場
合
の
専

任
教
員
数
は
、
そ
の
二
割
の
範
囲
内
に
お
い
て
兼
任
の
教

員
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
別
表
第
二
に
お
い
て
同

じ
。
）
。

三

収
容
定
員
が
こ
の
表
の
定
め
る
数
を
超
え
る
場
合
は
、
そ

の
超
え
る
収
容
定
員
に
応
じ
て
四
〇
〇
人
に
つ
き
教
員
三

人
（
獣
医
学
関
係
に
あ
つ
て
は
、
収
容
定
員
六
〇
〇
人
に

つ
き
教
員
六
人
）
の
割
合
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
数
の
教
員

を
増
加
す
る
も
の
と
す
る
（
ロ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

四

夜
間
学
部
が
こ
れ
と
同
じ
種
類
の
昼
間
学
部
と
同
一
の
施

設
等
を
使
用
す
る
場
合
の
教
員
数
は
、
こ
の
表
に
定
め
る

教
員
数
の
三
分
の
一
以
上
と
す
る
。
た
だ
し
、
夜
間
学
部

の
収
容
定
員
が
当
該
昼
間
学
部
の
収
容
定
員
を
超
え
る
場

合
は
、
夜
間
学
部
の
教
員
数
は
こ
の
表
に
定
め
る
教
員
数

と
し
、
当
該
昼
間
学
部
の
教
員
数
は
こ
の
表
に
定
め
る
教

員
数
の
三
分
の
一
以
上
と
す
る
（
別
表
第
二
に
お
い
て
同

じ
。
）
。

大学設置基準の主な変遷（教員組織関係）⑫

保
健
衛
生
学

関
係
（
看
護

学
関
係
を
除

く
。
）

保
健
衛
生
学

関
係
（
看
護

学
関
係
）

体
育
関
係

音
楽
関
係

美
術
関
係

家
政
関
係

薬
学
関
係

獣
医
学
関
係

農
学
関
係

工
学
関
係

理
学
関
係

社
会
学
・
社

会
福
祉
学
関

係 経
済
学
関
係

法
学
関
係

教
育
学
・
保

育
学
関
係

文
学
関
係

学
部
の
種
類

二
〇
〇―

四
〇
〇

二
〇
〇―

四
〇
〇

二
〇
〇―

四
〇
〇

二
〇
〇―

四
〇
〇

二
〇
〇―

四
〇
〇

二
〇
〇―

四
〇
〇

二
〇
〇―

四
〇
〇

三
〇
〇―

六
〇
〇

二
〇
〇―

四
〇
〇

二
〇
〇―

四
〇
〇

二
〇
〇―

四
〇
〇

四
〇
〇―

八
〇
〇

四
〇
〇―

八
〇
〇

四
〇
〇―

八
〇
〇

三
二
〇―

六
〇
〇

三
二
〇―

六
〇
〇

収
容
定
員

一
学
科
で
組
織
す
る
場
合
の
専
任
教
員

数

一
四

一
二

一
二

一
〇

一
〇

一
〇

一
四

二
八

一
四

一
四

一
四

一
四

一
四

一
四

一
〇

一
〇

専
任
教
員
数

一
六
〇―

三
二
〇

―

一
六
〇―

三
二
〇

一
六
〇―

二
四
〇

一
六
〇―

二
四
〇

一
六
〇―

二
四
〇

一
六
〇―

二
四
〇

二
四
〇―

四
八
〇

一
六
〇―

三
二
〇

一
六
〇―

三
二
〇

一
六
〇―

三
二
〇

四
〇
〇―
六
〇
〇

四
〇
〇―

六
〇
〇

四
〇
〇―

六
〇
〇

二
〇
〇―

四
〇
〇

二
〇
〇―

四
〇
〇

収
容
定
員

二
以
上
の
学
科
で
組
織
す
る
場
合
の
一

学
科
の
収
容
定
員
並
び
に
専
任
教
員
数

八

―

八 六 六 六 八 一
六

八 八 八 一
〇

一
〇

一
〇

六 六 専
任
教
員
数
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五

昼
夜
開
講
制
を
実
施
す
る
場
合
は
、
こ
れ
に
係
る
収
容
定

員
、
履
修
方
法
、
授
業
の
開
設
状
況
等
を
考
慮
し
て
、
教

育
に
支
障
の
な
い
限
度
に
お
い
て
、
こ
の
表
に
定
め
る
教

員
数
を
減
ず
る
こ
と
が
で
き
る
（
別
表
第
二
に
お
い
て
同

じ
。
）
。

六

二
以
上
の
学
科
で
組
織
す
る
学
部
に
お
け
る
教
員
数
は
、

同
一
分
野
に
属
す
る
二
以
上
の
学
科
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
こ

の
表
の
下
欄
か
ら
算
出
さ
れ
る
教
員
数
の
合
計
数
と
す
る
。

た
だ
し
、
同
一
分
野
に
属
す
る
学
科
が
他
に
な
い
場
合
に

は
、
当
該
学
科
に
つ
い
て
は
、
こ
の
表
の
中
欄
か
ら
算
出

さ
れ
る
教
員
数
と
す
る
。

七

二
以
上
の
学
科
で
組
織
さ
れ
る
学
部
に
獣
医
学
関
係
の
学

科
を
置
く
場
合
に
お
け
る
教
員
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科

が
属
す
る
分
野
の
こ
の
表
の
下
欄
か
ら
算
出
さ
れ
る
教
員

数
の
合
計
数
と
す
る
。

八

こ
の
表
に
掲
げ
る
学
部
以
外
の
学
部
に
係
る
教
員
数
に
つ

い
て
は
、
当
該
学
部
に
類
似
す
る
こ
の
表
に
掲
げ
る
学
部

の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
教
員
養
成
に
関
す

る
学
部
に
つ
い
て
は
、
免
許
状
の
種
類
に
応
じ
、
教
育
職

員
免
許
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
及
び

教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
文
部
省
令

第
二
十
六
号
）
に
規
定
す
る
教
科
及
び
教
職
に
関
す
る
科

目
の
所
要
単
位
を
修
得
さ
せ
る
の
に
必
要
な
数
の
教
員
を

置
く
も
の
と
す
る
ほ
か
、
こ
の
表
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で

な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

ロ

医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部
に
係
る
も
の

備
考一

こ
の
表
に
定
め
る
医
学
に
関
す
る
学
部
に
係
る
専
任
教

員
数
の
う
ち
教
授
、
助
教
授
又
は
講
師
の
合
計
数
は
、

六
十
人
以
上
と
し
、
そ
の
う
ち
三
十
人
以
上
は
教
授
と

す
る
。

二

こ
の
表
に
定
め
る
歯
学
に
関
す
る
学
部
に
係
る
専
任
教

員
数
の
う
ち
、
教
授
、
助
教
授
又
は
講
師
の
合
計
数
は
、

三
十
六
人
以
上
と
し
、
そ
の
う
ち
十
八
人
以
上
は
教
授

と
す
る
。

三

附
属
病
院
に
お
け
る
教
育
、
研
究
及
び
診
療
に
主
と
し

て
従
事
す
る
相
当
数
の
専
任
教
員
を
別
に
置
く
も
の
と

す
る
。

四

こ
の
表
に
定
め
る
専
任
教
員
数
は
、
医
学
又
は
歯
学
に

関
す
る
学
科
の
み
を
置
く
場
合
に
係
る
専
任
教
員
数
と

し
、
そ
の
他
の
学
科
を
置
く
場
合
に
係
る
専
任
教
員
数

に
つ
い
て
は
、
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
科
に
つ
い

て
こ
の
表
に
定
め
る
教
員
数
と
当
該
医
学
又
は
歯
学
に

関
す
る
学
科
以
外
の
学
科
に
つ
い
て
イ
の
表
に
定
め
る

教
員
数
の
合
計
数
と
す
る
。

大学設置基準の主な変遷（教員組織関係）⑬

歯
学
関
係

医
学
関
係

学
部
の
種
類

／
収
容
定
員

七
五

一
三
〇

収
容
定
員
三

六
〇
人
ま
で

の
場
合
の
専

任
教
員
数

八
五

一
四
〇

収
容
定
員
四

八
〇
人
ま
で

の
場
合
の
専

任
教
員
数

九
二

一
四
〇

収
容
定
員
六

〇
〇
人
ま
で

の
場
合
の
専

任
教
員
数

九
九

一
四
〇

収
容
定
員
七

二
〇
人
ま
で

の
場
合
の
専

任
教
員
数

一
〇
六

―

収
容
定
員
八

四
〇
人
ま
で

の
場
合
の
専

任
教
員
数

一
一
三

―

収
容
定
員
九

六
〇
人
ま
で

の
場
合
の
専

任
教
員
数

27



別
表
第
二

大
学
全
体
の
収
容
定
員
に
応
じ
定
め
る
専

任
教
員
数
（
第
十
三
条
関
係
）

備
考一

こ
の
表
に
定
め
る
収
容
定
員
は
、
医
学
又
は
歯
学
に
関
す

る
学
部
以
外
の
学
部
の
収
容
定
員
を
合
計
し
た
数
と
す
る
。

二

収
容
定
員
が
こ
の
表
に
定
め
る
数
を
超
え
る
場
合
は
、
収

容
定
員
が
四
〇
〇
人
を
超
え
八
〇
〇
人
未
満
の
場
合
に
あ
つ

て
は
収
容
定
員
八
〇
人
に
つ
き
教
員
一
人
の
割
合
に
よ
り
、

収
容
定
員
が
八
〇
〇
人
を
超
え
る
場
合
に
あ
つ
て
は
収
容
定

員
四
〇
〇
人
に
つ
き
教
員
三
人
の
割
合
に
よ
り
算
出
さ
れ
る

数
の
教
員
を
増
加
す
る
も
の
と
す
る
。

三

医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部
を
置
く
場
合
（
当
該
学
部

に
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
科
の
み
を
置
く
場
合
に
限

る
。
）
に
お
い
て
は
、
当
該
学
部
の
収
容
定
員
が
四
八
〇
人

の
場
合
に
あ
つ
て
は
七
人
、
七
二
〇
人
の
場
合
に
あ
つ
て
は

八
人
を
こ
の
表
に
定
め
る
数
に
加
え
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
当
該
学
部
の
収
容
定
員
が
四
八
〇
人
未
満
の
場
合
に
は
、

そ
の
加
え
る
数
を
六
人
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部
を
置
く
場
合
で
当
該
学
部

に
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
科
以
外
の
学
科
を
置
く
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
科
に
つ
い

て
は
前
号
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
教
員
数
と
し
、
当
該
医
学
又

は
歯
学
に
関
す
る
学
科
以
外
の
学
科
に
つ
い
て
は
そ
の
収
容

定
員
と
他
の
学
部
の
収
容
定
員
の
合
計
数
か
ら
第
一
号
に
よ

り
算
出
さ
れ
る
教
員
数
と
す
る
。

大学設置基準の主な変遷（教員組織関係）⑭

専
任
教
員
数

大
学
全
体
の
収
容
定
員

七 四
〇
〇
人

一
二

八
〇
〇
人

平
成1

8

年5

月1
7

日
一
八
文
科
高
第
１
３
３
号
「
大
学

の
教
員
組
織
の
整
備
に
係
る
学
校
教
育
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
つ
い
て
（
通
知
）
」

（
抄
）

第
一

学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律(

平
成

十
七
年
法
律
第
八
十
三
号)

（
一
）

改
正
の
趣
旨

今
回
の
改
正
の
う
ち
、
「
大
学
等
の
教
員
組
織

の
整
備
」
に
係
る
改
正
規
定
は
、
大
学
及
び
高
等

専
門
学
校
に
お
け
る
教
育
研
究
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
大
学
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
職
と
し

て
助
教
授
に
代
え
て
「
准
教
授
」
を
設
け
そ
の
職

務
内
容
に
つ
い
て
規
定
す
る
と
と
も
に
、
「
助

教
」
を
新
設
し
て
そ
の
職
務
内
容
に
つ
い
て
規
定

し
、
あ
わ
せ
て
教
授
及
び
助
手
の
職
務
内
容
に
つ

い
て
も
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

（
教
員
組
織
）

第
七
条

大
学
は
、
そ
の
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
、
教
育
研
究
組
織
の
規
模
並
び
に
授

与
す
る
学
位
の
種
類
及
び
分
野
に
応
じ
、
必
要
な

教
員
を
置
く
も
の
と
す
る
。

［
削
除
］
（※

旧
第
２
項
（
学
科
目
制
関
係
）
）

［
削
除
］
（※

旧
第
３
項
（
講
座
制
関
係
）
）

２

大
学
は
、
教
育
研
究
の
実
施
に
当
た
り
、
教
員

の
適
切
な
役
割
分
担
の
下
で
、
組
織
的
な
連
携
体

制
を
確
保
し
、
教
育
研
究
に
係
る
責
任
の
所
在
が

明
確
に
な
る
よ
う
に
教
員
組
織
を
編
制
す
る
も
の

と
す
る
。

３

大
学
は
、
教
育
研
究
水
準
の
維
持
向
上
及
び
教

育
研
究
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
教
員
の
構
成
が

特
定
の
範
囲
の
年
齢
に
著
し
く
偏
る
こ
と
の
な
い

よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

第
八
条

削
除
（※

学
科
目
制
）

第
九
条

削
除
（※

講
座
制
）

【平成18年3月31日改正】
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大学設置基準の主な変遷（教員組織関係）⑮

（
授
業
科
目
の
担
当
）

第
十
条

大
学
は
、
教
育
上
主
要
と
認
め
る
授
業
科

目
（
以
下
「
主
要
授
業
科
目
」
と
い
う
。
）
に
つ

い
て
は
原
則
と
し
て
専
任
の
教
授
又
は
准
教
授
に
、

主
要
授
業
科
目
以
外
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
な

る
べ
く
専
任
の
教
授
、
准
教
授
、
講
師
又
は
助
教

に
担
当
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

２

大
学
は
、
演
習
、
実
験
、
実
習
又
は
実
技
を
伴

う
授
業
科
目
に
つ
い
て
は
、
な
る
べ
く
助
手
に
補

助
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

（
専
任
教
員
）

第
十
二
条

教
員
は
、
一
の
大
学
に
限
り
、
専
任
教

員
と
な
る
も
の
と
す
る
。

２

専
任
教
員
は
、
専
ら
前
項
の
大
学
に
お
け
る
教

育
研
究
に
従
事
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
は
、
教
育

研
究
上
特
に
必
要
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
大
学
に

お
け
る
教
育
研
究
の
遂
行
に
支
障
が
な
い
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
大
学
に
お
け
る
教
育
研

究
以
外
の
業
務
に
従
事
す
る
者
を
、
当
該
大
学
の

専
任
教
員
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
専
任
教
員
数
）

第
十
三
条

大
学
に
お
け
る
専
任
教
員
の
数
は
、
別

表
第
一
に
よ
り
当
該
大
学
に
置
く
学
部
の
種
類
及

び
規
模
に
応
じ
定
め
る
教
授
、
准
教
授
、
講
師
又

は
助
教
の
数
と
別
表
第
二
に
よ
り
大
学
全
体
の
収

容
定
員
に
応
じ
定
め
る
教
授
、
准
教
授
、
講
師
又

は
助
教
の
数
を
合
計
し
た
数
以
上
と
す
る
。

別
表
第
一

学
部
の
種
類
及
び
規
模
に
応
じ
定
め
る

専
任
教
員
数
（
第
十
三
条
関
係
）

イ

医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部
以
外
の
学
部
に

係
る
も
の

（
略
）

備
考一

こ
の
表
に
定
め
る
教
員
数
の
半
数
以
上
は
原
則
と
し
て
教
授
と

す
る
（
別
表
第
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

二

こ
の
表
に
定
め
る
教
員
数
に
は
、
第
十
一
条
の
授
業
を
担
当
し

な
い
教
員
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
（
以
下
ロ
の
表
及
び
別
表
第

二
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

三
～
十
一

（
略
）

ロ

医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る
学
部
に
係
る
も
の

（
略
）

備
考一

こ
の
表
に
定
め
る
医
学
に
関
す
る
学
部
に
係
る
専
任
教
員
数
の

う
ち
教
授
、
准
教
授
又
は
講
師
の
合
計
数
は
、
六
十
人
以
上
と
し
、

そ
の
う
ち
三
十
人
以
上
は
教
授
と
す
る
。

二

こ
の
表
に
定
め
る
歯
学
に
関
す
る
学
部
に
係
る
専
任
教
員
数
の

う
ち
、
教
授
、
准
教
授
又
は
講
師
の
合
計
数
は
、
三
十
六
人
以
上

と
し
、
そ
の
う
ち
十
八
人
以
上
は
教
授
と
す
る
。

三
・
四

（
略
）

第
二

学
校
教
育
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
平
成1

8

年
文
部
科
学
省
令
第1

1

号
）

一
．
大
学
設
置
基
準
（
昭
和3

1

年
文
部
省
令
第2

8

号
）
の
一
部
改
正

（
一
）

教
員
組
織

大
学
は
、
そ
の
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
、
教
育
研
究
組
織
の
規
模
並
び
に
授
与
す

る
学
位
の
種
類
及
び
分
野
に
応
じ
、
必
要
な
教
員

を
置
く
も
の
と
し
た
こ
と
。

ま
た
、
大
学
は
、
教
育
研
究
の
実
施
に
当
た
り
、

教
員
の
適
切
な
役
割
分
担
の
下
で
、
組
織
的
な
連

携
体
制
を
確
保
し
、
教
育
研
究
に
係
る
責
任
の
所

在
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
教
員
組
織
を
編
制
す
る

も
の
と
し
た
こ
と
。

教
員
組
織
に
関
す
る
規
定
の
う
ち
、
講
座
制
及

び
学
科
目
制
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
削
除
す

る
こ
と
と
し
た
こ
と
。

な
お
、
こ
の
改
正
は
、
教
員
の
役
割
分
担
の
下

で
の
組
織
的
な
連
携
体
制
の
確
保
や
教
育
研
究
に

係
る
責
任
の
所
在
の
明
確
化
を
図
る
も
の
と
し
て
、

講
座
制
や
学
科
目
制
を
採
る
こ
と
を
否
定
す
る
も

の
で
は
な
く
、
各
大
学
に
お
い
て
、
硬
直
的
・
閉

鎖
的
な
運
用
に
陥
ら
な
い
よ
う
必
要
な
工
夫
や
配

慮
を
行
っ
た
上
で
、
引
き
続
き
こ
れ
ら
を
採
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
。

平
成1

7
年
１
月2

8

日
中
央
教
育
審
議
会
「
我
が
国
の

高
等
教
育
の
将
来
像
（
答
申
）
」

第2

章4

（2
）

（
イ
）
設
置
認
可
の
的
確
な
運
用

○

設
置
認
可
制
度
の
位
置
付
け
を
明
確
化
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
審
査
の
内
容
や
視
点
等
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
具
体
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
例
え

ば
、
大
学
教
員
の
質
を
審
査
す
る
こ
と
は
極
め
て

重
要
で
あ
る
。
社
会
の
需
要
に
的
確
に
対
応
し
た
、

大
学
に
求
め
ら
れ
る
学
問
的
水
準
の
教
育
・
研
究

活
動
を
担
う
個
々
の
大
学
教
員
の
資
質
及
び
教
員

組
織
全
体
の
在
り
方
が
、
「
大
学
と
は
何
か
」
と

い
う
根
本
的
な
問
題
意
識
（
第3

章1

（1
）

（
ア
）
参
照
）
と
の
関
連
で
十
分
に
点
検
・
確
認

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
実
効
性
あ
る
審
査
の
た
め

に
は
、
「
専
任
教
員
」
や
「
実
務
家
教
員
」
の
意

義
や
必
要
と
さ
れ
る
資
質
・
能
力
等
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
具
体
化
・
明
確
化
す
る
努
力
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
大
学
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
教
育
目
的

や
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
教
育
課
程
、
ま
た
そ

れ
ら
と
資
格
取
得
・
技
能
習
得
と
の
関
係
、
大
学

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
教
育
・
研
究
環
境
、
他
の
学

校
種
と
の
違
い
等
に
つ
い
て
十
分
に
審
査
す
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。

○

現
行
の
大
学
設
置
基
準
等
の
規
定
は
定
性

的
・
抽
象
的
な
も
の
が
多
く
、
設
置
審
査
の
具
体

的
な
判
断
指
針
と
し
て
は
必
ず
し
も
有
効
に
機
能

し
に
く
い
面
が
あ
る
。
今
後
は
、
設
置
基
準
の
性

格
を
設
置
後
の
評
価
活
動
と
も
連
携
さ
せ
た
も
の

と
し
て
と
ら
え
直
し
て
い
く
と
と
も
に
、
時
代
の

変
化
に
常
に
対
応
し
た
基
準
と
な
る
よ
う
不
断
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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平
成1

9

年7

月3
1

日
一
九
文
科
高
第
２
８
１
号
「
大
学

設
置
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
等
の
施
行
に

つ
い
て
（
通
知
）
」
（
抄
）

第
一

大
学
設
置
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
平
成
１
９
年
文
部
科
学
省
令
第
２
２
号
）

（
２
）

留
意
事
項

２

二
以
上
の
校
地
に
お
い
て
教
育
を
行
う
場
合

に
お
け
る
教
員
並
び
に
施
設
及
び
設
備
に
関

す
る
事
項

大
学
設
置
基
準
第
７
条
第
４
項
は
、
大
学
が
二

以
上
の
校
地
に
お
い
て
教
育
を
行
う
場
合
に
つ
い

て
も
、
同
第
７
条
第
１
項
か
ら
第
３
項
ま
で
の
規

定
の
考
え
方
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
地
に
お
い
て

必
要
な
教
育
体
制
が
と
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
明
確

化
す
る
趣
旨
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
場
合
に

お
い
て
、
校
地
が
隣
接
は
し
て
い
な
い
も
の
の
極

め
て
近
接
し
て
お
り
、
学
生
に
対
す
る
日
常
的
な

学
習
相
談
、
進
路
指
導
、
厚
生
補
導
等
が
支
障
な

く
行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
に
あ
る
場
合
な
ど
例

外
的
な
場
合
以
外
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校

地
に
お
け
る
教
育
体
制
の
核
と
な
る
専
任
の
教
授

又
は
准
教
授
を
少
な
く
と
も
１
人
以
上
置
く
こ
と

を
求
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
教
員
組
織
）

第
七
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

大
学
は
、
二
以
上
の
校
地
に
お
い
て
教
育
を
行

う
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
地
ご
と
に

必
要
な
教
員
を
置
く
も
の
と
す
る
。
な
お
、
そ
れ

ぞ
れ
の
校
地
に
は
、
当
該
校
地
に
お
け
る
教
育
に

支
障
の
な
い
よ
う
、
原
則
と
し
て
専
任
の
教
授
又

は
准
教
授
を
少
な
く
と
も
一
人
以
上
置
く
も
の
と

す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
校
地
が
隣
接
し
て
い
る
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

【平成19年7月31日改正】

令
和
元
年8

月1
3

日
元
文
科
高
第
３
２
８
号
「
学
校
教

育
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
等
の
施

行
等
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
（
抄
）

今
回
の
改
正
は
，
「2

0
4
0

年
に
向
け
た
高
等
教

育
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
答
申
）
」
（
平
成3

0

年1
1

月2
6

日
中
央
教
育
審
議
会
）
に
お
い
て
，
大

学
が
多
様
な
学
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
，
社
会
の
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
教
育
を
幅
広
く
展
開
さ
せ
る
た
め
に
実

務
家
の
大
学
教
育
へ
の
参
画
を
促
進
す
る
こ
と
及

び
大
学
が
時
代
の
変
化
に
応
じ
多
様
な
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
迅
速
か
つ
柔
軟
に
編
成
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
な
ど
が
提
言
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
，

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進
，
実
務
家
教
員
の
大
学

教
育
へ
の
参
画
促
進
及
び
学
部
，
研
究
科
等
の
組

織
の
枠
を
越
え
た
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
等
に

向
け
，
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

（
専
攻
分
野
に
お
け
る
実
務
の
経
験
及
び
高
度
の

実
務
の
能
力
を
有
す
る
教
員
）

第
十
条
の
二

大
学
に
専
攻
分
野
に
お
け
る
お
お
む

ね
五
年
以
上
の
実
務
の
経
験
を
有
し
、
か
つ
、
高

度
の
実
務
の
能
力
を
有
す
る
教
員
を
置
く
場
合
で

あ
つ
て
、
当
該
教
員
が
一
年
に
つ
き
六
単
位
以
上

の
授
業
科
目
を
担
当
す
る
場
合
に
は
、
大
学
は
、

当
該
教
員
が
教
育
課
程
の
編
成
に
つ
い
て
責
任
を

担
う
こ
と
と
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

【令和元年8月13日改正】
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八
、
大
学
は
学
生
生
活
の
向
上
を
図
る
た
め
に
適
当
な

専
任
機
関
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
章

雑
則

（
事
務
組
織
）

第
四
十
二
条

大
学
は
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、

専
任
の
職
員
を
置
く
適
当
な
事
務
組
織
を
設
け
る

も
の
と
す
る
。

（
厚
生
補
導
の
組
織
）

第
四
十
三
条

大
学
は
、
学
生
の
厚
生
補
導
を
行
う
た

め
、
専
任
の
職
員
を
置
く
適
当
な
組
織
を
設
け
る

も
の
と
す
る
。

大学基準（大学基準協会 昭和二十二年決定）
【昭和28年6月9日改訂】

大学設置基準（昭和三十一年文部省令第二十八号）
【昭和31年10月22日制定】

大学設置基準の主な変遷（事務組織関係）①

第
十
二
章

事
務
組
織
等

（
事
務
組
織
）

第
四
十
二
条

（
略
）

（
厚
生
補
導
の
組
織
）

第
四
十
三
条

（
略
）

【昭和57年3月23日改正】

第
九
章

事
務
組
織
等

（
事
務
組
織
）

第
四
十
一
条

（
略
）

（
厚
生
補
導
の
組
織
）

第
四
十
二
条

（
略
）

【平成3年6月3日改正】

昭
和2

9

年
６
月
改
訂
大
学
基
準
協
会
「
「
大
学
基

準
」
及
び
そ
の
解
説
」
（
抄
）

八.

学
生
生
活
向
上
の
た
め
の
専
任
機
関

学
生
は
そ
の
生
活
が
精
神
的
に
も
、
肉
体
的
に
も
、
は
た

ま
た
物
質
的
に
も
安
定
を
え
な
け
れ
ば
、
安
ん
じ
て
学
業
に
励

む
こ
と
は
で
き
な
い
。
新
制
大
学
の
教
育
は
、
教
室
内
の
授
業

だ
け
で
尽
き
る
も
の
で
は
な
く
、
学
内
・
学
外
に
お
け
る
個
人

生
活
と
団
体
生
活
を
通
じ
て
、
教
育
を
徹
底
し
て
ゆ
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
将

来
自
由
社
会
の
推
進
力
た
り
う
る
人
物
を
養
成
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
か
く
し
て
、
大
学
は
社
会
に
対
す
る
責
務
の
一
半

を
果
す
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
つ
て
、
大
学
は
学
生
の
個
人
的

資
質
を
知
つ
て
、
そ
の
個
性
を
進
展
さ
せ
る
と
共
に
、
集
団
生

活
を
通
し
て
も
適
切
な
指
導
を
行
い
、
課
外
活
動
の
充
実
を
計

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
同
時
に
、
学
生
の
厚
生
も
、

ま
た
、
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
健
康
管

理
、
学
生
食
堂
及
び
寄
宿
舎
の
管
理
、
宿
舎
の
斡
旋
、
奨
学
金

制
度
の
運
用
、
ア
ル
バ
イ
ト
斡
旋
、
卒
業
後
の
職
業
選
択
に
関

す
る
補
導
等
の
多
方
面
に
わ
た
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
一
切
の
補
導
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
各
大
学
に
お

い
て
そ
の
計
画
を
樹
立
し
て
実
施
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

今
回
の
改
訂
で
、
こ
れ
を
明
瞭
に
掲
げ
る
こ
と
と
し
、
「
大
学

は
学
生
生
活
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
適
当
な
専
任
機
関
を
設

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
条
項
を
新
た
に
入
れ
る
こ
と

に
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
「
専
任
機
関
」
と
い
う
の
は
、
「
専
任
に
当
る
機

関
」
と
い
う
意
味
で
あ
つ
て
、
各
大
学
の
性
格
か
ら
そ
の
名
称

は
補
導
部
、
厚
生
部
、
学
生
課
な
ど
の
如
く
種
々
異
る
で
あ
ろ

う
が
、
要
す
る
に
、
専
任
の
機
関
を
設
け
て
そ
の
任
に
当
ら
せ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

昭
和3

2

年
文
部
省
大
学
学
術
局
大
学
課
「
大
学
設
置

基
準
の
解
説
」
（
抄
）

第
十
一

雑
則
に
つ
い
て

一

大
学
は
、
事
務
組
織
と
学
生
の
厚
生
補
導
の

た
め
の
機
関
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
具

体
的
な
機
構
は
大
学
の
組
織
及
び
規
模
に
応
じ
て

大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
編
成
す
る
こ
と
と
し
た
。
し
か

し
、
事
務
組
織
と
し
て
は
、
規
模
の
大
き
さ
に
応

じ
て
事
務
局
な
り
事
務
部
な
り
を
置
き
、
又
厚
生

補
導
の
機
関
と
し
て
は
、
学
生
数
に
応
じ
て
事
務

組
織
の
場
合
と
同
じ
く
学
生
部
な
り
学
生
課
な
り

を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
専
任
の
職
員
に
事
務
を
管
理

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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大学設置基準の主な変遷（事務組織関係）②

平
成2

2

年
３
月1

2

日
二
一
文
科
高
第
６
２
８
号
「
大

学
設
置
基
準
及
び
短
期
大
学
設
置
基
準
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
の
施
行
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
（
抄
）

学
生
の
資
質
能
力
に
対
す
る
社
会
か
ら
の
要
請

や
、
学
生
の
多
様
化
に
伴
う
卒
業
後
の
職
業
生
活

等
へ
の
移
行
支
援
の
必
要
性
等
が
高
ま
っ
て
お
り
、

教
育
課
程
の
内
外
を
通
じ
て
社
会
的
・
職
業
的
自

立
に
関
す
る
指
導
等
に
取
り
組
む
こ
と
、
ま
た
、

そ
の
た
め
の
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
所
要
の
制
度
化

を
図
る
こ
と
が
、
今
回
の
改
正
の
趣
旨
で
す
。

（
厚
生
補
導
の
組
織
）

第
四
十
二
条

（
略
）

（
社
会
的
及
び
職
業
的
自
立
を
図
る
た
め
に
必
要

な
能
力
を
培
う
た
め
の
体
制
）

第
四
十
二
条
の
二

大
学
は
、
当
該
大
学
及
び
学
部

等
の
教
育
上
の
目
的
に
応
じ
、
学
生
が
卒
業
後
自

ら
の
資
質
を
向
上
さ
せ
、
社
会
的
及
び
職
業
的
自

立
を
図
る
た
め
に
必
要
な
能
力
を
、
教
育
課
程
の

実
施
及
び
厚
生
補
導
を
通
じ
て
培
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
大
学
内
の
組
織
間
の
有
機
的
な
連
携
を

図
り
、
適
切
な
体
制
を
整
え
る
も
の
と
す
る
。

【平成22年2月25日公布】

（
入
学
者
選
抜
）

第
二
条
の
二

（
略
）

（
教
員
と
事
務
職
員
等
の
連
携
及
び
協
働
）

第
二
条
の
三

大
学
は
、
当
該
大
学
の
教
育
研
究
活

動
等
の
組
織
的
か
つ
効
果
的
な
運
営
を
図
る
た
め
、

当
該
大
学
の
教
員
と
事
務
職
員
等
と
の
適
切
な
役

割
分
担
の
下
で
、
こ
れ
ら
の
者
の
間
の
連
携
体
制

を
確
保
し
、
こ
れ
ら
の
者
の
協
働
に
よ
り
そ
の
職

務
が
行
わ
れ
る
よ
う
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

（
事
務
組
織
）

第
四
十
一
条

大
学
は
、
そ
の
事
務
を
遂
行
す
る
た

め
、
専
任
の
職
員
を
置
く
適
当
な
事
務
組
織
を
設

け
る
も
の
と
す
る
。

【平成29年3月31日公布】

平
成2

9

年
３
月3
1

日
二
八
文
科
高
第
１
２
４
８
号

「
大
学
設
置
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
公

布
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
（
抄
）

今
回
の
改
正
は
，
大
学
が
行
う
業
務
が
複
雑

化
・
多
様
化
す
る
中
，
大
学
運
営
の
一
層
の
改
善

に
向
け
て
は
，
事
務
職
員
・
事
務
組
織
等
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
積
極
的
な
役
割
を
担
い
，
大
学
総
体

と
し
て
の
機
能
を
強
化
し
，
総
合
力
を
発
揮
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
，
ま
た
，
大
学
教
員
を
取
り
巻

く
職
務
環
境
の
変
化
も
踏
ま
え
，
教
員
・
事
務
職

員
等
の
垣
根
を
越
え
た
取
組
が
一
層
必
要
と
な
っ

て
お
り
，
各
大
学
が
，
教
員
と
事
務
職
員
等
と
が

連
携
協
力
し
て
業
務
に
取
り
組
む
重
要
性
を
認
識

し
，
教
職
協
働
の
取
組
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
，
大
学
の
事
務
組
織
に
係
る
規
定
の

改
正
及
び
教
職
協
働
に
係
る
規
定
の
新
設
等
を
行

う
と
と
も
に
，
国
際
連
携
教
育
課
程
に
つ
い
て
，

相
手
国
大
学
の
制
度
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
，

入
学
前
の
既
修
得
単
位
の
認
定
に
係
る
特
例
を
定

め
る
も
の
で
す
。
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大学設置基準の主な変遷（研修関係）

平
成1

1

年
9
月1

4

日
文
高
大
第
２
２
６
号
「
学
校
教

育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
つ
い

て
（
通
知
）
」
（
抄
）

二
一
世
紀
に
向
け
て
の
大
き
な
転
換
期
に
あ
る

今
日
、
大
学
が
、
学
問
の
進
展
や
社
会
の
要
請
に

適
切
に
対
応
し
つ
つ
不
断
に
改
革
を
進
め
て
教
育

研
究
の
活
性
化
を
図
り
、
知
的
活
動
の
分
野
に
お

い
て
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
は
、
我
が
国
の

未
来
を
築
く
上
で
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま

す
。
各
大
学
に
お
か
れ
て
は
、
か
ね
て
か
ら
大
学

改
革
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

法
改
正
を
は
じ
め
と
す
る
今
回
の
制
度
改
正
を
踏

ま
え
、
一
層
積
極
的
な
取
組
を
お
願
い
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

第
六
章

教
育
課
程

（
授
業
の
方
法
）

第
二
十
五
条

（
略
）

２

（
略
）

（
教
育
内
容
等
の
改
善
の
た
め
の
組
織
的
な
研
修

等
）

第
二
十
五
条
の
二

大
学
は
、
当
該
大
学
の
授
業
の

内
容
及
び
方
法
の
改
善
を
図
る
た
め
の
組
織
的
な

研
修
及
び
研
究
の
実
施
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

【平成11年9月14日公布】

平
成2

8

年
３
月3

1

日
二
七
文
科
高
第
１
１
８
６
号

「
大
学
設
置
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
公

布
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
（
抄
）

今
回
の
改
正
は
，
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
急

速
な
変
化
が
進
行
す
る
中
で
，
大
学
及
び
高
等
専

門
学
校
（
以
下
「
大
学
等
」
と
い
う
。
）
が
そ
の

使
命
を
十
全
に
果
た
す
た
め
に
は
，
そ
の
運
営
に

つ
い
て
も
一
層
の
高
度
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
，
全
て
の
大
学
等
に
，
そ
の

職
員
が
大
学
等
の
運
営
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を

身
に
付
け
，
能
力
・
資
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

研
修
（
ス
タ
ッ
フ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
。
以

下
「
Ｓ
Ｄ
」
と
い
う
。
）
の
機
会
を
設
け
る
こ
と

な
ど
を
求
め
る
も
の
で
す
。

第
九
章

事
務
組
織
等

（
社
会
的
及
び
職
業
的
自
立
を
図
る
た
め
に
必
要

な
能
力
を
培
う
た
め
の
体
制
）

第
四
十
二
条
の
二

（
略
）

（
研
修
の
機
会
等
）

第
四
十
二
条
の
三

大
学
は
、
当
該
大
学
の
教
育
研

究
活
動
等
の
適
切
か
つ
効
果
的
な
運
営
を
図
る
た

め
、
そ
の
職
員
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
習
得

さ
せ
、
並
び
に
そ
の
能
力
及
び
資
質
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
研
修
（
第
二
十
五
条
の
三
に
規
定
す
る

研
修
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
機
会
を
設

け
る
こ
と
そ
の
他
必
要
な
取
組
を
行
う
も
の
と
す

る
。

【平成28 年3月31日公布】

（
教
育
内
容
等
の
改
善
の
た
め
の
組
織
的
な
研
修

等
）

第
二
十
五
条
の
三

大
学
は
、
当
該
大
学
の
授
業
の

内
容
及
び
方
法
の
改
善
を
図
る
た
め
の
組
織
的
な

研
修
及
び
研
究
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

【平成19年7月31日公布】

平
成1

9

年
７
月3

1

日
一
九
文
科
高
第
２
８
１
号
「
大

学
設
置
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
等
の
施
行

に
つ
い
て
（
通
知
）
」
（
抄
）

第
一

大
学
設
置
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
平
成
１
９
年
文
部
科
学
省
令
第
２
２
号
）

（
１
）

改
正
の
概
要

７

教
育
内
容
等
の
改
善
の
た
め
の
組
織
的
な
研

修
等
に
関
す
る
事
項

大
学
設
置
基
準
第
２
５
条
の
３
の
規
定
に
よ
る

い
わ
ゆ
る
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン

ト
（
Ｆ
Ｄ
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
努
力
義
務

で
あ
っ
た
も
の
を
義
務
化
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
大
学
の
各
教
員
に
対
し
義
務
付
け
る
も
の

で
は
な
く
、
各
大
学
が
組
織
的
に
実
施
す
る
こ
と

を
義
務
付
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
を
踏
ま

え
、
各
大
学
に
お
い
て
は
、
授
業
の
内
容
及
び
方

法
の
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
な
内
容
の
伴
っ
た
取

組
を
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
る
こ
と
。
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「III  大学の管理運営について
２．学内管理機関

大学の管理運営が円滑に行なわれ，その実をあげるためには，まず大学の学内管理機関の
おのおのの職務権限を明確にし，学内管理体制を確立する必要がある。

現在の学内管理体制は，必ずしも分明でない。よつて，大学の学内管理機関の基本体系と
しては，全学の総括的な責任者を学長，学部の責任者を学部長とし，評議会は全学の，教授会
は学部の重要事項をそれぞれ審議する機関とし，それらの職務権限について学長，学部長との
関係を明らかにすべきである。さらに必要に応じて学長の補佐機関を設けうることとすべきで
ある。」

（「大学教育の改善について」（昭和38年中央教育審議会答申））

「第２ 高等教育改革の基本構想
７ 高等教育機関の規模と管理運営体制の合理化

高等教育機関の管理運営については，その内部組織の割拠を避けるとともに，学の内外にお
けるさまざまな影響力によって，その教育・研究の一体的・効率的な活動が妨げられることな
く，自主的・自律的に運営できる体制を確立すべきである。そのためには，教務・財務・人
事・学生指導などの全学的な重要事項については，学長・副学長を中心とする中枢的な管理機
関による計画・調整・評価の機能を重視するように改善を加える必要がある。また，そのため
の適当な機関に学外の有識者を加えたり，適当な領域の問題について学生の声を聞いたりして，
管理運営を積極的に改善する契機とすることもくふうすべきである。」

（「今後における学校教育の総合的な拡充整備のための基本的施策について」（昭和46年中央教育審議会答申））
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「第３章 高等教育機関の組織・運営の改革
第２節 大学の組織と運営
（２）教員と職員

教員は大学の教学の中心を担うものであり、教育・研究に深い情熱と高い能力を併せもつ、
人格において優れた人材を擁することは、大学の根本問題である。また職員は、教育・研究の
遂行および大学の経営上不可欠の要員であり、その資質の向上と組織の改善は今後の大学の注
意を払うべき課題である。
オ．教育・研究の活性化のためには、事務組織の再編成、機能の改善が必要であり、また職員

の体系的、専門的な研修を充実してその資質の向上を図る。
⑥ 大学の職員はある意味ではすべて専門職であり、大学という独特の使命と機能を有する組

織体を、教育・研究を充実ししかも一個の社会的存在として経営していくためには、職員に
高度の知識、経験、研修が必要である。この点から考えると、大学の職員の処遇、養成、研
修等について新たな視野の開発が望まれ、例えば大学院修士コースに大学経営、大学管理の
分野を置き、あるいは大学職員に経営的視点も加味した、体系的、専門的研修の機会を設け
る必要がある。

事務組織は経営体としての大学を支える重要な存在であり、大学の教育・研究の活性化の
ためには、事務組織の合理化、その機能の改善が不可欠である。ことに国立大学の場合、上
位下達、法令墨守的な体質を抜本的に改め、事業体としての活力を与えることが指向されな
くてはならない。例えば、諸経理事務、財産・物品管理、人事管理等の扱いの大学機能の本
質に即した弾力化・簡素化を図り、また職員人事に大学の責任者としての学長の意向が十分
反映される仕組みを実現すべきである。

大学における職員の位置付けおよび事務組織の在り方を正しく発展させるためには、教員
の意識もまた重要である。教員と職員の間に相互に尊敬と協力の関係が育成されなくてはな
らない。」

（「教育改革に関する第三次答申」（昭和62年臨時教育審議会答申））
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「Ⅳ 大学運営の円滑化のための改善方策
１ 学内の円滑な意思決定と実行
（５）事務組織

事務組織は、大学改革の推進等について学長、学部長等を補佐し、改革の方向に沿った教育研究活動の支援
を積極的に行っていくことが重要である。このため、事務組織等の在り方について自己点検・評価を行い、不
断に見直し・改善を行うこと、専門的な事務体制の整備を検討すること、研修機会を充実することなどが求め
られる。

２ 開かれた運営
（２）学生の意見の反映

カリキュラム、授業方法、学習環境、学生生活への援助など適切な問題については、必要に応じアンケート
調査などにより学生の声を大学の教育研究や学生に対するサービスの改善に反映させる工夫も必要である。」

（「大学運営の円滑化について」（平成７年大学審議会答申））

「Ⅳ 大学運営の円滑化のための改善方策
（２）組織・編制に関する事項
Ａ 教育研究組織 ａ 学部
② 学部については、

ア 大学教育の量的拡大に伴い、学生の教育の必要上、専攻分野を超えた多様なカリキュラムの設定や幅の
広い教育という要請があること

イ 一方、学部教育において、専攻分野の学問的基本をしっかり教えることも必要であること
ウ 学部は、教育と研究が一体化して行われ、教育上の組織、研究上の組織、管理運営上の組織という性格

をあわせ持つものであり、専攻分野を背景に組織されるという原則は維持する必要があること
等から、従来どおり、専攻により組織される学部を教育研究上の基本組織の原則とし、その解釈運用に当
たっては、教育上の必要性をも勘案し、専攻の意味を幅広くとらえるなど弾力的に解釈することが適当である。

③ なお、法律上、大学の教育研究上の基本組織として、学部以外の基本組織を置くことができることとされ
ているが、その趣旨は、他の専門分野との協力や新分野の開拓、幅広い基礎的教育の実施等の要請に対応し、
大学の組織編制についても弾力的に適切な形態を採り得ることとするものであり、これにより、例えば筑波
大学の学群・学系のように教育組織と研究組織を分けることも可能となっている。教育研究上の目的を達成
する上で有益な場合に、このような趣旨に沿って、この特例を活用することも期待される。」

（「大学教育の改善について」（平成３年大学審議会答申））
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「第２章 大学の個性化を目指す改革方策
１ 課題探求能力の育成 －教育研究の質の向上－
２）教育方法等の改善 －責任ある授業運営と厳格な成績評価の実施－
④教員の教育内容・授業方法の改善

各大学は、個々の教員の教育内容・方法の改善のため、全学的にあるいは学部・学科全体で、それぞれの
大学等の理念・目標や教育内容・方法についての組織的な研究・研修（ファカルティ・ディベロップメン
ト）の実施に努めるものとする旨を大学設置基準において明確にすることが必要である。

なお、個々の授業の質の向上を図るに当たっては、シラバスの充実等の取組が重要である。

３ 責任ある意思決定と実行 －組織運営体制の整備－
２）学内の機能分担の明確化

大学が一体的・機能的に運営され、また、教員が教育研究に専念できる体制を作るため、学内の機能分担
を明確にした上で、学内において意見聴取や説明を十分行い、それぞれの連携協力の下で質の高い意思決定
を行い得るような基本的枠組みを整備することが必要である。

このため、学内の意思決定に関する基本的な枠組みとして、大学の運営と教育研究に関する機能分担と連
携協力の関係を明らかにするという観点から、学長を中心とする大学執行部の機能、全学と学部の各機関の
機能、執行機関と審議機関との分担と連携の関係、審議機関の運営の基本、事務組織と教員組織の連携の在
り方等を明確化する必要がある。
（ア）全学の意思決定の基本的な枠組み
（ｂ）略

また、学生は、教員等とは立場が異なるが、特に教育内容や学修環境などの関係の深い事項については、
学習する側の立場の意見が重要であり、授業評価やアンケート調査などを通じ、広く学生の意向を把握す
るようと止める必要がある。

⑤大学の事務組織等
大学の事務組織については、教学組織との機能分担の明確化と連携協力の関係の確立が求められる。この

ため、学長、学部長等の行う大学運営業務についての事務組織による支援体制を整備すること、国際交流や
大学入試等の専門業務については一定の専門化された機能を事務組織にゆだねることが適当である。また、
大学運営の複雑化、専門化に対応するために、全学的な観点からの適正な職員配置、学部や大学の枠を超え
た人事交流、民間企業での研修の機会の充実など、職員の研修や処遇等について改善する必要がある。」

（「21世紀の大学像と今後の改革方策について」（平成10年大学審議会答申））
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「５ 最先端の教育研究の推進に向けた高等教育機関の組織運営体制の改善と財政基盤の確保
（１）大学の組織運営体制の改善
（事務体制の充実強化）

大学における教育研究の質を確保するためには、教員が教育研究に集中できる環境を醸成す
ることが重要であり、例えば、従来の教員と事務職員の役割分担を見直すことも必要である。
また、グローバル化の進展に対応して、組織的な研究・研修による事務職員の専門性の向上、
教員組織と事務組織の連携の強化、専門性の高い業務についての外部機関との連携協力等を含
む事務体制の充実強化を図る必要がある。」

（「グローバル化時代に求められる高等教育の在り方について」（平成12年大学審議会答申））
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「(ｲ) かねて我が国の学士課程の教育課程については，科目内容・配列に関して個々の教員の意向が優先され，
必ずしも学生の視点に立った学習の系統性や順次性などが配慮されていない，あるいは，学生の達成すべき
成果として目指すものが組織として不明確である，などの課題が指摘されてきた。個々の科目についても，
その目標や，内容・水準が判然としないことがあり，単位の互換性や通用性の面でも，支障が生じかねない。

多様な科目から場当たり的な選択がなされる，あるいは中核となる科目の位置付けが曖昧であるならば，
学生の学びは，狭く偏るか，逆に散漫になり，学生の到達すべき学習成果として想定していたものは達成さ
れない。」

「【大学に期待される取組】
◆ 学習成果や教育研究上の目的を明確化した上で，その達成に向け，順次性のある体系的な教育課程を編

成する（教育課程の体系化・構造化）。
教養教育や専門教育などの科目区分にこだわるのでなく，一貫した学士課程教育として組織的に取り組む。専攻分野の
学習を通して，学生が学習成果を獲得できるかという観点に立って，教育課程の体系化を図る。その際，例えば，科目
コード（履修年次等に応じて付記）による履修要件の設定や科目選択の幅の制限等も検討する。」

（「学士課程教育の構築に向けて」（平成20年中央教育審議会答申））

「 以上のように、質を伴った学修時間の実質的な増加・確保はあくまでも好循環の始点であり、手段である。
教員や学生が個々の授業科目の充実や学修にエネルギーを投入し、学修意欲を高めて主体的な学修を確立す
るために、各授業科目の内容・方法の改善、授業科目の整理・統合や相互連携、履修科目の登録の上限の適
切な設定等に取り組むことが必要なのであって、ただ授業時数を増加させたり、教員・科目間の連携や調整
なく事前の課題を過大に課したりすることは、学修意欲を低下させることはあっても、学士課程教育の質的
転換に資することにはならない。また、授業科目の整理・統合は、教育課程における個々の学生の学修量を
減少させるために行うものではなく、教育課程の体系性を高め、教員が個々の授業科目の充実に注ぐ時間と
エネルギーを増やし、学生の主体的な学修を確立するために行われるべき方策であることは言うまでもな
い。」

「 はじめに個々の授業科目があるのではなく、まず学位授与の方針の下に学生の能力を育成するプログラム
があり、それぞれの授業科目がそれを支えるという構造にならなければ、個々の教員が授業の改善を図って
も、学生全体が明確な目標の下で学修時間をかけて主体的に学ぶことは望めないのである。」

（「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて」（平成24年中央教育審議会答申））
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「 大学において育成すべき力を学生が確実に身に付けるためには、大学教育において「教員が何を教えるか」
よりも「学生が何を身に付けたか」を重視し、学生の学修成果の把握・評価を推進することが必要である。

このため、各大学においては、大学教育で身に付ける力等を明確にした上で、ナンバリングの導入等も含
め、個々の授業科目等を越えた大学教育全体としてのカリキュラム･マネジメントを確立し、教育課程の体
系化･構造化を行うことが求められる。このような各大学の取組を推進するためには、下記３．①に示すと
おり、アドミッション・ポリシーと併せて、学位授与の方針、教育課程編成・実施の方針の一体的な策定を
法令上位置付けることが必要である。」

（「新しい時代にふさわしい高大接続の実現に向けた高等学校教育、大学教育、大学入学者選抜の一体的改革について」
（平成26年中央教育審議会答申））

「 基礎的で普遍的な知識・理解と汎用的な技能を持ち、その知識や技能を活用でき、ジレンマを克服するこ
とも含めたコミュニケーション能力を持ち、自律的に責任ある行動をとれる人材を養成していくためには、
高等教育が「個々人の可能性を最大限に伸長する教育」に転換し、次のような変化を伴うものとなることが
期待される。
・「何を教えたか」から、「何を学び、身に付けることができたのか」への転換が必要となる。
・「何を学び、身に付けることができたのか」という点に着目し、教育課程の編成においては、学位を与

える課程全体としてのカリキュラム全体の構成や、学修者の知的習熟過程等を考慮し、単に個々の教員
が教えたい内容ではなく、学修者自らが学んで身に付けたことを社会に対し説明し納得が得られる体系
的な内容となるよう構成することが必要となる。」

（「2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン」（平成30年中央教育審議会答申））

「○ 同時に履修する授業科目が過多であることにより、学生が授業内外の学修に集中できなければ、「卒業
認定・学位授与の方針」に定められた学修目標を満たすことが困難となる。学生の時間は有限であること
を前提に、学生の学修意欲を保ち、密度の濃い主体的な学修を可能とするとともに、その学びを狭く偏ら
せたり、逆に散漫なものとしたりしないためには、必修科目を適切に設定するとともに、学生が同時に履
修する授業科目数についても、大胆に絞り込みを進めていくことが求められる。そのため、資格・免許等
の取得の関係で必要となる授業科目が法令等で規定されている場合等やむを得ない場合を除き、細分化さ
れた授業科目の統合や、学事暦の柔軟な運用による授業科目の週複数回実施に向けた検討に早急に着手し
ていくことが求められる。」

（「教学マネジメント指針」（令和２年大学分科会））

（参考）専任教員や組織的な教育実施体制に係る過去の答申等（抜粋）②
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「○ 学長や学部長の認識としては、学士課程教育において、「授業科目の内容が各教員の裁量に依存し、教員
間の連携が十分でない」ことや、「授業科目が細分化され、開設科目数が多い」ことが課題と捉えられて
いる。教員の認識としては、「学生のレベルにバラつきがあり授業を行いにくい」ことや、「多忙で授業
の準備等に十分な時間を確保できない」ことが課題であると考えられている。

○ こうした課題を解決するためには、授業科目の分類やレベルをカリキュラムツリーなども用いて体系的に
示し、科目の関係性を明示することで、学生が適切な授業科目を選択するとともに、科目同士の整理・統
合と連携により、教員が個々の科目の充実に注力できるという、ナンバリングの活用を図ることが有効で
ある。しかしながら、学部段階において、カリキュラム編成上の取組としてナンバリングを実施する大学
は増加しているものの、平成30年度時点では約半数にすぎない。

○ 多くの学生が、授業時間以外の予習・復習・課題など授業に関する学習時間が短く、各学期中に密度の濃
い十分な学習時間を確保できていない状況になっている。これは、教員一人一人の研究主題を教授するこ
とを重視しすぎる余り、授業科目の数が過剰になったり、学問分野内での過度の細分化が生じたりするこ
とで、授業科目の中で取り扱う内容が細切れで、学生の履修科目数が増加してしまうことも要因の一つで
あると考えられる。」

「○ コロナ禍の経験や手法を糧にして、今こそ、学修者本位の教育を実現すべく、各大学において、授業科目
の精選・統合や、学生が同時に履修する授業科目数の大胆な絞り込みを進め、一つ一つの科目に学生も教
員も共に注力することを求めたい。その結果として、学生の学習時間が国際的にも遜色ない状況に変わっ
ていくことが望まれる。」

「○ 学士課程においては、教員自身の狭い専門分野でしか通用しない話題を中心に講義するのではなく、専門
分野における研究活動の社会的・学問的意義を十分に理解した上で、その専門の関連領域を広く俯瞰し、
自らの研究が学生の教育にどのように反映されているのか、組織的かつ体系的な教育課程の中で学生の学
びと成長につながっているのかを確認することが重要である

○ そのためには、「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）に基づく教育課程の不断の点検
とともに、大学全体あるいは学部・研究科等におけるFD 活動等の中で組織的な検証、すなわち「教育課
程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）の実質化が必要である。また、「入学者受入れの方
針」（アドミッション・ポリシー）についても、入学に際して求められる基礎的な知識の水準や専攻分野
への関心、意欲、態度を示すという意味で、他の二つの方針と一貫性が求められる。」

（「教育と研究を両輪とする高等教育の在り方について」（令和３年大学分科会審議まとめ））

（参考）専任教員や組織的な教育実施体制に係る過去の答申等（抜粋）③



２－６ 学内組織等に係る
関連参考資料
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教学マネジメント指針の概要
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教学マネジメントの確立に資する事例の把握等に関する調査研究

「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申） 」での提言を踏まえ、中央教育審議会大学分科会では、令和２年１月に「教学
マネジメント指針 」を策定した。教学マネジメントの確立に当たっては、学修者本位の教育への転換という目標に向け、様々な教育改善
の取組を有機的に組み合わせて実現する必要があることから、従前のいわゆる「供給者目線」で教育を提供してきた大学がゼロベースで
教学マネジメントの確立に向けた取組を進めるには多大な困難が伴うことが予想される。
そのため、文部科学省としては、教学マネジメントの確立の観点から全国の大学にとって参考となる先進的な取組事例を収集し、その普
及を図ることを目的に、好事例集として取りまとめる。

調査目的

教学マネジメントの確立の観点から特徴的な取組を行っている大学を選出し、当該取組と教学マネジメント指針における各プロセスとの対
応関係を明らかにしながら、当該取組の具体的な内容を好事例として収集した。

このうち、特徴的な事例を選定し、教学マネジメント指針に関するＰＲ映像の制作を行った。

【PR映像あり】
・立命館大学
・桜美林大学
・国際基督教大学
・山形大学
・金沢工業大学

調査方法

【事例集のみ紹介】
・筑波大学
・横浜国立大学
・愛媛大学
・山梨県立大学
・共愛学園前橋国際大学
・東京都市大学
・北陸大学
・関西大学
・独立行政法人国立高等専門学校機構

大森 昭生 共愛学園前橋国際大学 学長
沖 裕貴 立命館大学教育開発推進機構教授
小林 浩 リクルート進学総研 所長

リクルート「カレッジマネジメント」編集長
小林 雅之 桜美林大学総合研究機構 教授
◎日比谷 潤子 学校法人聖心女子学院 常務理事

※五十音順、敬称略。◎は座長

■検討委員名簿■
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（参考）教学マネジメント指針の事例集について、本調査研究報告書及び事例紹介動画を文部科学省ＨＰに掲載
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1411360_00001.html



■好事例と教学マネジメント指針との関係整理

好事例として収集した各大学の取組について、教学マネジメント指針におけるⅠ～Ⅴのプロセス及びそこで述べられている取組等との
対応関係をマッピングした。

大学全体 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
学位プログラム 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
授業 〇 〇 〇 〇 〇

取組

アセスメ
ントプラ
ンの作成

学修目標
の明確化

教育点検
評価（モ
ニタリン
グ）の実
施

カリキュ
ラムマッ
プ・カリ
キュラム
ツリーの
策定

アドバイ
ザー制度

建学の理
念やDP
に則した
教育課程
の編成

授業科目
の精選・
統合

学期制の
見直し

成績評価
基準の明
確化

GPA制度
学生アン
ケートの
実施

授業評価
アンケー
トの実施

アセスメ
ントテス
トの実施

ポート
フォリオ
の活用

ルーブ
リックの
作成

ＦＤ・
SDプロ
グラム

マネジメ
ント層へ
のFD・
SD

教育支援
セン
ター・学
修支援セ
ンターの
設置

教学IR部
門、教学
マネジメ
ント部門
の設置

学生情報
の共有化

組織対組
織の情報
交換

インター
ネット上
での学生
の情報発
信

情報公表
における
データ活
用

立命館大学 〇 〇 〇 〇

桜美林大学 〇 〇 〇 〇

国際基督教大学 〇 〇 〇

山形大学 〇 〇 〇

金沢工業大学 〇 〇 〇

筑波大学 〇 〇 〇

横浜国立大学 〇 〇

愛媛大学 〇 〇 〇 〇 〇

山梨県立大学 〇 〇 〇

共愛学園前橋国際大学 〇 〇 〇 〇

東京都市大学 〇 〇 〇 〇 〇

北陸大学 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

関西大学 〇 〇 〇 〇

国立高等専門学校機構 〇 〇 〇 〇

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
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■事例の紹介例①

立命館大学では、機関レベル、プログラム・レベル、科目レベルでアセ
スメント・プランを策定し、検証を行うことを求めている。
プログラム・レベルでは、策定したアセスメント・プランに則って、大
学教育の成果を点検・評価する。各学部・学科は、まず１年間の計画を
立て、その中でアセスメント・プランに則り、できるだけ数値化できる
目標設定を行う。
この目標は、目標達成を測る評価指標・評価基準を備え、それに基づき
達成度を把握するように設定される。当大学では、このような明確な指
標・基準に基づいて目標設定や評価を行う、言わば「評価文化」が根付
きつつある。

立命館大学：プログラム・レベルでのアセスメント・プランの作成（Ⅰ「三つの方針」を通じた学修目標の具体化）

桜美林大学では、大学全体のDPを策定、これに基づいて各学群（学部
相当）・専攻プログラム等（学科相当）においてもDPを策定している。
これらのDPに則った形で各学群・専攻プログラム等のカリキュラム
マップを策定している。
上述のようなカリキュラムマップは、学生の履修の目安とはなるが、具
体的にどのような科目を履修していった方が良いかなど具体的な資料に
はなりにくい。そこで、当大学では、DP及びカリキュラムマップに
則った形で、各学群・専攻プログラム等の履修モデルを作成。
履修モデルは、学生個々人の志向によっては調整が必要になる。そこで、
学生がスムースに調整が行えるように、アドバイザー制度を活用してい
る。

桜美林大学：カリキュラムマップの策定、履修モデル・アドバイザー指導（Ⅱ授業科目・教育課程の編成・実施）

アセスメント・プラン
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■事例の紹介例②

授業効果調査は毎学期の最終回に実施する。本アンケート調査では、自
分がどのようにこの授業に取り組んだか（この授業のためにどの程度の
勉強をしたか、どのような能力を身につけられたか など）、また授業
そのものに対する評価（この授業に触発されたか、教員の課題に対する
フィードバックは適切だったか など）の設問を設けている。

国際基督教大学：授業効果調査（Ⅲ学修成果・教育成果の把握・可視化）

山形大学の次世代形成・評価開発機構は平成２８年に設置された学長直
下の組織である。これと対になる組織として学士課程基盤教育機構があ
る。この両組織で大学の教育に係るPDCAサイクルをまわしている。
山形大学次世代形成・評価開発機構IR部門には２つのミッションがある。
ひとつは、IR（Institutional Reserch）であり、もうひとつはIE
（Institutional Effectiveness）である。IEとは、IR機能を活用して効果検
証を行い、大学コミュニティとして継続的改善の循環プロセスを実行す
ることであり、PDCAサイクルをまわすことがミッションである。IRだ
けを行っていてもその結果が活かせなければ意味がないので、IEを意識
した活動を大学全体で推進している。

山形大学：次世代形成・評価開発機構IR部門（Ⅳ教学マネジメントを支える基盤）

プロジェクトデザイン教育等では、関係者や資金提供者に対して活動報
告を行っていたが、同時に学生の出身高校や保護者などに報告範囲を広
めていき、現在のステークホルダー交流会に発展。
各PJの報告会を実施時期を集約して多くのステークホルダーに多くの学
生の発表を見ていただく「ステークホルダーウィーク」として開催。

金沢工業大学：ステークホルダー交流会（ステークホルダーウィーク）の実施（Ⅴ情報公表）
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出典：「平成30年度の大学における教育内容等の改革状況について」（文部科学省）

組織的・体系的な教育改善に関するデータ
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出典：「平成30年度の大学における教育内容等の改革状況について」（文部科学省）

組織的・体系的な教育課程の編成等を行う体制に係るデータ
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出典：「平成30年度の大学における教育内容等の改革状況について」（文部科学省）

教職協同の取組状況に関するデータ
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出典：「平成30年度の大学における教育内容等の改革状況について」（文部科学省）

IRの取組状況に関するデータ
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出典：「平成30年度の大学における教育内容等の改革状況について」（文部科学省）

SD・FDの取組状況に関するデータ①
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出典：「平成30年度の大学における教育内容等の改革状況について」（文部科学省）

SD・FDの取組状況に関するデータ②
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学生による授業評価等に関するデータ

出典：「平成30年度の大学における教育内容等の改革状況について」（文部科学省）
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○ 事務組織や事務職員については、平成26年2月の「大学のガバナンス改革
の推進について」（大学分科会審議まとめ）を踏まえ、大学教育部会・大学分
科会において平成26年から29年にかけて集中的な審議が行われた。

○ 同審議を踏まえ、平成28年に大学の教職員に対する研修の機会等について、大
学の教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を図る観点から設置基準が改正さ
れた。
平成29年には、事務組織については、大学の教育研究の組織的かつ効果的な運
営を図るという目的を明確にする観点から「大学はその事務を処理するため、専

任の職員を置く適当な事務組織を置くこととする」との規定について、現行の規定
（その事務を遂行するため）に見直すとともに、教員と事務職員等とが連携体制を
確保し、協働して業務に取り組むことの重要性について、大学設置基準に規定を
設ける改正が行われた。

○ また、上記と併せて、 「チームとしての学校の在り方と今後の改善方策について」
（平成27年中央教育審議会答申）を踏まえ、学校教育法における事務職員の職務規定
の見直し（「事務職員は、事務に従事する」➡「事務職員は、事務をつかさどる」）が行われた。

※ なお、同審議では法令上の「専門的職員」の位置づけの検討も行われていたが、各大学におけ
る専門的職員の配置が多様であること、資格・処遇等について確立されていないこと、大学の
規模によっては専門的職員として業務を固定化することへの難点を指摘する意見などがあるこ
と等から成案には至らなかった。

事務組織・事務職員に係るこれまでの検討経緯



学年別の履修状況について
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5・6年次

なし 1～4科目 5～9科目 10～14科目 15～19科目 20～24科目 25科目以上 無回答

〇１年次及び２年次では「１０～１４科目」を履修登録している学生が最も多く、そ
れぞれ５４．８％、５８.２％であった。次いで「１５～１９科目」の学生が多くなって
いる（１年次２年次ともに最頻値は１２科目）。

〇３年次になると履修科目数は「５～９科目」の学生が最も多く４１．１％、次いで
「１０～１４科目」が３５．６％を占める（最頻値は１０科目）。
〇４年次（「医・歯・薬」を除く）になると最頻値は１科目（２９.３％）であり、卒業論文
やゼミの単位を残すのみという学生も多い。

出典：国立教育政策研究所調査（平成28年度）より文科省で作成

※平成28年11月に「今学期に履修している授業科目数」を質問し、算出
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授業期間中の平均的な１週間（７日間）の生活時間【学部３年生※】

○ 試行実施に参加意向のあった515大学に在籍する学部３年生※（約41万人）が対象。
○ 授業への出席は16時間以上が49％に対し、授業に関する学習は５時間以下が67％。
○ アルバイト等、趣味等、スマートフォン使用は、11時間以上がそれぞれ49％。37％、48％。
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1 10

18

2319

14

16

項目①：授業（実験・実

習含む）への出席

０時間 1~5時間 6~10時間 11-15時間 16~20時間 21~30時間 31時間以上

9

58

18

7 4 2 2

項目②：予習・復習・課題

など授業に関する学習

平均値（注）16.7時間 平均値（注） 5.9時間

20

53

14

6
3 2 2

項目③：授業以外の学

習

平均値（注） 5.2時間

5625

9
5 3 1

2
項目④：部活動／サー

クル活動

平均値（注） 3.5時間

18

13

1919

16

8 5

項目⑤：アルバイト／定

職

平均値（注）11.2時間

45

41

9
3

2

1
1

項目⑥：就職に関わる

活動

平均値（注） 3.1時間

2

32

28

15

8

4
9

項目⑦：趣味／娯楽／
交友

平均値（注）10.8時間

1

28

2315
11

8 14

項目⑧：スマートフォン

の使用

平均値（注）13.2時間

出典：「令和元年度「全国学生調査（試行実施）」結果」

※標準修業年限が５年
又は６年の学部は、
４年生が対象。

（注）平均値については、１－５時間を「３時間」、６－１０時間を「８時間」、１１－１５時間を「１３時間」、１６－２０時間を「１８時間」を、２１時間－３０時間を「２５時間」、
３１時間以上を「３３時間」として、０時間の者は母数（在籍者）から除かずに算出。



学内組織等に関連する大学設置基準上の主な規定①

61

■大学設置基準（昭和三十一年文部省令第二十八号）
（教員と事務職員等の連携及び協働）
第二条の三 大学は、当該大学の教育研究活動等の組織的かつ効果的な運営を図るた

め、当該大学の教員と事務職員等との適切な役割分担の下で、これらの者の間の連携
体制を確保し、これらの者の協働によりその職務が行われるよう留意するものとす
る。

（教員組織）
第七条 大学は、その教育研究上の目的を達成するため、教育研究組織の規模並びに授

与する学位の種類及び分野に応じ、必要な教員を置くものとする。
２ 大学は、教育研究の実施に当たり、教員の適切な役割分担の下で、組織的な連携体

制を確保し、教育研究に係る責任の所在が明確になるように教員組織を編制するもの
とする。

３～４ 略

（授業科目の担当）
第十条 大学は、教育上主要と認める授業科目（以下「主要授業科目」という。）につ

いては原則として専任の教授又は准教授に、主要授業科目以外の授業科目については
なるべく専任の教授、准教授、講師又は助教（第十三条、第四十六条第一項及び第五
十五条において「教授等」という。）に担当させるものとする。

２ 大学は、演習、実験、実習又は実技を伴う授業科目については、なるべく助手に補
助させるものとする。



学内組織等に関連する大学設置基準上の主な規定②
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■大学設置基準（昭和三十一年文部省令第二十八号）
（教育課程の編成方針）
第十九条 大学は、当該大学、学部及び学科又は課程等の教育上の目的を達成するため

に必要な授業科目を自ら開設し、体系的に教育課程を編成するものとする。
２ 教育課程の編成に当たつては、大学は、学部等の専攻に係る専門の学芸を教授する

とともに、幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養するよう
適切に配慮しなければならない。

（事務組織）
第四十一条 大学は、その事務を遂行するため、専任の職員を置く適当な事務組織を設

けるものとする。

（厚生補導の組織）
第四十二条 大学は、学生の厚生補導を行うため、専任の職員を置く適当な組織を設け

るものとする。

（社会的及び職業的自立を図るために必要な能力を培うための体制）
第四十二条の二 大学は、当該大学及び学部等の教育上の目的に応じ、学生が卒業後自

らの資質を向上させ、社会的及び職業的自立を図るために必要な能力を、教育課程の
実施及び厚生補導を通じて培うことができるよう、大学内の組織間の有機的な連携を
図り、適切な体制を整えるものとする。



学内組織等に関連する大学設置基準上の主な規定③
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■大学設置基準（昭和三十一年文部省令第二十八号）
（教育内容等の改善のための組織的な研修等）
第二十五条の三 大学は、当該大学の授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な

研修及び研究を実施するものとする。

（研修の機会等）
第四十二条の三 大学は、当該大学の教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を図るた

め、その職員に必要な知識及び技能を習得させ、並びにその能力及び資質を向上させ
るための研修（第二十五条の三に規定する研修に該当するものを除く。）の機会を設
けることその他必要な取組を行うものとする。



３．大学設置基準の主な変遷（教員
資格関係）
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四
、
教
員
の
任
免
、
資
格
等
に
つ
い
て
は
次
の
基
準
に

依
る
。

1
、
教
授
は
専
門
と
す
る
学
術
の
進
歩
並
に
そ
の
教
育

に
対
し
て
責
任
を
負
う
。

2

、
大
学
長
は
教
授
及
び
助
教
授
の
任
免
に
当
っ
て
は

教
授
会
に
諮
り
そ
の
賛
同
を
得
る
こ
と
を
必
要
と
す

る
。

3

、
資
格
審
査
は
人
格
、
教
授
能
力
、
教
育
業
績
、
研

究
業
績
、
学
界
並
に
社
会
に
お
け
る
活
動
等
に
つ
い

て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

、
教
授
、
助
教
授
、
助
手
に
は
研
究
に
対
す
る
必
要

な
施
設
と
時
間
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5

、
教
授
、
助
教
授
、
助
手
に
は
そ
の
精
力
と
時
間
と

を
そ
の
他
の
職
業
に
割
く
こ
と
な
く
自
ら
そ
の
家
族

を
支
え
る
た
め
に
適
当
な
俸
給
が
与
え
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

大学基準（大学基準協会 昭和二十二年決定）
【昭和28年6月9日改訂】

大学設置基準の主な変遷（教員資格関係）①

昭
和2

9

年
６
月
改
訂
大
学
基
準
協
会
「
「
大
学
基

準
」
及
び
そ
の
解
説
」
（
抄
）

四
、
教
員
の
任
免
・
資
格
等

わ
が
国
在
来
の
大
学
で
は
、
と
か
く
学
問
の
研
究

を
重
視
し
て
教
育
の
部
面
を
等
閑
視
す
る
傾
向
が
強

か
つ
た
が
、
新
制
大
学
で
は
、
学
問
の
研
究
と
教
育

の
両
面
を
共
に
重
視
し
、
二
者
を
一
体
化
す
る
の
が

建
前
で
あ
る
か
ら
、
１
に
お
い
て
教
授
た
る
も
の

は
、
学
問
の
研
究
と
教
育
の
二
種
の
職
責
の
あ
る
こ

と
を
明
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
つ
と
も
こ
こ
で

は
、
教
授
の
職
分
に
対
す
る
責
任
を
規
定
し
て
い
る

に
と
ど
ま
つ
て
、
助
教
等
の
責
任
に
関
し
て
は
、
別

段
言
及
し
て
い
な
い
が
、
当
然
そ
れ
ぞ
れ
の
職
分
に

応
じ
て
責
任
を
持
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、

２
に
お
い
て
も
、
教
授
、
助
教
授
以
外
の
職
員
の
任

免
に
関
し
て
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
各
大
学

の
実
情
に
即
し
、
適
当
に
処
理
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ

る
。
も
つ
と
も
、
学
長
の
任
免
に
関
し
て
は
、
法
令

そ
の
他
で
別
途
規
定
し
て
い
な
い
限
り
、
各
大
学
の

特
殊
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
し
か
も
、
妥
当
公
正
な
方

法
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

次
に
、
３
の
条
項
で
は
、
教
員
資
格
審
査
に
必
要

な
項
目
を
挙
げ
、
か
よ
う
な
面
か
ら
十
分
審
査
し
て

最
適
の
教
員
を
選
任
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
こ
と

を
述
べ
た
も
の
で
、
実
際
に
審
査
す
る
に
当
つ
て

は
、
更
に
具
体
的
に
規
定
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
従
来
い
ず
れ
の
大
学
で
も
程
度
の
差
こ
そ
あ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
適
当
に
実
施
し
て
い
た
筈
で
あ
る

が
、
新
制
大
学
で
は
、
学
問
の
研
究
と
教
育
の
両
面

と
を
共
に
重
視
す
る
建
前
を
更
に
明
確
に
す
る
た
め

に
、
従
来
の
「
資
格
審
査
は
人
格
、
額
学
歴
、
職

歴
、
著
書
、
論
文
、
学
界
並
に
社
会
に
お
け
る
活
動

等
に
つ
い
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

条
項
を
「
資
格
審
査
は
人
格
、
教
授
能
力
、
教
育
業

績
、
研
究
業
績
、
学
界
並
に
社
会
に
お
け
る
活
動
等

に
つ
い
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
改
訂
し

た
の
で
あ
る
。
今
後
は
更
に
こ
の
点
に
留
意
し
て
こ

の
趣
旨
に
副
う
よ
う
万
全
の
努
力
を
払
わ
れ
ん
こ
と

を
望
む
次
第
で
あ
る
。

４
の
場
合
、
大
学
の
教
員
は
、
研
究
と
教
育
の
二

重
の
職
分
を
原
則
と
す
る
関
係
上
、
大
学
は
相
当
の

研
究
費
と
必
要
な
施
設
並
び
に
時
間
と
を
教
員
に
与

え
る
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
授
業
負
担
の
過
重
に
陥
ら

な
い
よ
う
特
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
更
に
大
学

の
教
員
は
、
５
の
条
項
で
規
定
し
て
い
る
如
く
「
そ

の
精
力
と
時
間
と
を
そ
の
他
の
職
業
に
割
く
こ
と
な

く
、
自
ら
そ
の
家
族
を
支
え
る
た
め
に
適
当
な
俸
給

が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
し
か
も
、
こ

の
適
当
な
俸
給
を
決
定
す
る
に
当
つ
て
は
、
必
ず
そ

の
身
分
及
び
職
能
を
十
分
考
慮
す
べ
き
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。

第
四
章

教
員
の
資
格

（
教
授
の
資
格
）

第
十
三
条

教
授
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次
の

各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一

博
士
の
学
位
（
外
国
に
お
い
て
授
与
さ
れ
た
こ

れ
に
相
当
す
る
学
位
を
含
む
。
）
を
有
す
る
者

二

研
究
上
の
業
績
が
前
号
の
者
に
準
ず
る
と
認
め

ら
れ
る
者

三

大
学
（
旧
大
学
令
（
大
正
七
年
勅
令
第
三
百
八

十
八
号
）
に
よ
る
大
学
を
含
む
。
以
下
本
条
、

次
条
及
び
第
十
六
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お

い
て
教
授
の
経
歴
の
あ
る
者

四

大
学
に
お
い
て
助
教
授
の
経
歴
が
あ
り
、
教
育

研
究
上
の
業
績
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

五

高
等
学
校
及
び
専
門
学
校
（
旧
高
等
学
校
令

（
大
正
七
年
勅
令
第
三
百
八
十
九
号
）
に
よ
る

高
等
学
校
及
び
旧
専
門
学
校
令
（
明
治
三
十
六

年
勅
令
第
六
十
一
号
）
に
よ
る
専
門
学
校
を
い

う
。
以
下
次
条
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
並

び
に
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
と
認
め
ら
れ
る
学
校

に
お
い
て
五
年
以
上
教
授
の
経
歴
が
あ
り
、
教

育
研
究
上
の
業
績
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

六

芸
能
体
育
等
に
つ
い
て
は
、
特
殊
の
技
能
に
ひ

い
で
、
教
育
の
経
歴
の
あ
る
者

大学設置基準（昭和三十一年文部省令第二十八号）
【昭和31年10月22日制定】

昭
和3

2

年
文
部
省
大
学
学
術
局
大
学
課
「
大
学
設
置

基
準
の
解
説
」
（
抄
）

第
四

教
員
の
資
格
に
つ
い
て

教
員
の
資
格
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
法
第
八

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
設
置
基
準
で
教
授
、

助
教
授
、
講
師
及
び
助
手
の
資
格
要
件
を
定
め
た

の
で
あ
る
。



大学設置基準の主な変遷（教員資格関係）②

（
助
教
授
の
資
格
）

第
十
四
条

助
教
授
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次

の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一

前
条
に
規
定
す
る
教
授
と
な
る
こ
と
の
で
き
る

者
二

大
学
に
お
い
て
助
教
授
又
は
専
任
の
講
師
の
経

歴
の
あ
る
者

三

大
学
に
お
い
て
三
年
以
上
助
手
又
は
こ
れ
に
準

ず
る
職
員
と
し
て
の
経
歴
が
あ
り
、
教
育
研
究

上
の
能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

四

修
士
の
学
位
を
有
す
る
者
又
は
旧
大
学
令
に
よ

る
大
学
の
大
学
院
に
三
年
以
上
在
学
し
た
者

で
、
教
育
研
究
上
の
能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
者

五

高
等
学
校
及
び
専
門
学
校
並
び
に
こ
れ
ら
と
同

等
以
上
と
認
め
ら
れ
る
学
校
に
お
い
て
、
三
年

以
上
教
授
の
経
歴
が
あ
り
、
又
は
五
年
以
上
助

教
授
若
し
く
は
専
任
の
講
師
の
経
歴
が
あ
り
、

教
育
研
究
上
の
業
績
若
し
く
は
能
力
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
者

六

研
究
所
、
試
験
所
、
調
査
所
等
に
五
年
以
上
在

職
し
、
研
究
上
の
業
績
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

者

（
講
師
の
資
格
）

第
十
五
条

講
師
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次
の

各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一

第
十
三
条
又
は
前
条
に
規
定
す
る
教
授
又
は
助

教
授
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者

二

そ
の
他
特
殊
な
専
攻
分
野
に
つ
い
て
教
育
上
の

能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

（
助
手
の
資
格
）

第
十
六
条

助
手
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次
の

各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一

大
学
の
学
部
を
卒
業
し
た
者

二

前
号
の
者
に
準
ず
る
能
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
者

（
助
手
の
資
格
）

第
十
六
条

助
手
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次

の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一

学
士
の
称
号
を
有
す
る
者

二

（
略
）

【昭和48年11月28日公布】

昭
和4

8

年1
1

月2
8

日
文
大
大
第
４
７
６
号
「
大
学
設

置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
制
定
に
つ
い
て

（
通
達
）
」
（
抄
）

Ⅰ

趣
旨

今
回
の
改
正
は
、
去
る
九
月
二
十
九
日
公
布
さ

れ
た
国
立
学
校
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
三
号
）
に
よ
り
学

校
教
育
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
大
学
に
学
部
以

外
の
教
育
研
究
上
の
基
本
と
な
る
組
織
（
以
下

「
学
部
以
外
の
基
本
組
織
」
と
い
う
。
）
を
置
く

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
学

部
以
外
の
基
本
組
織
の
設
置
基
準
上
の
取
扱
い
を

定
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
機
会
に
、
授
業
科
目

の
区
分
の
取
扱
い
及
び
授
業
期
間
に
つ
い
て
弾
力

化
を
図
る
な
ど
、
各
大
学
が
そ
の
特
色
を
生
か
し

て
多
様
な
教
育
研
究
を
展
開
し
う
る
よ
う
所
要
の

措
置
を
講
じ
た
も
の
で
あ
る
。



大学設置基準の主な変遷（教員資格関係）③

昭
和6

0

年
２
月
５
日
文
高
大
第8

5

号
「
大
学
設
置
基

準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
に
つ
い
て
（
通

知
）
」
（
抄
）

一

改
正
の
趣
旨

大
学
に
お
け
る
教
育
研
究
の
一
層
の
発
展
を
図

る
た
め
に
は
、
大
学
や
研
究
所
の
み
な
ら
ず
広
く

社
会
に
人
材
を
求
め
、
そ
の
優
れ
た
知
識
及
び
経

験
を
大
学
に
お
い
て
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
各
界
に
あ
つ
て
、
優
れ
た

知
識
及
び
経
験
を
有
し
、
教
育
研
究
上
の
能
力
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
、
大
学
の
教
授

等
の
資
格
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
。

【昭和60年２月５日公布】

（
教
授
の
資
格
）

第
十
三
条

教
授
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次
の

各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

三

大
学
（
旧
大
学
令
（
大
正
七
年
勅
令
第
三
百

八
十
八
号
）
に
よ
る
大
学
を
含
む
。
以
下
本
条

及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
教
授

の
経
歴
の
あ
る
者

四
・
五

（
略
）

六

芸
能
体
育
等
に
つ
い
て
は
、
特
殊
の
技
能
に

秀
で
、
教
育
の
経
歴
の
あ
る
者

七

専
攻
分
野
に
つ
い
て
、
特
に
優
れ
た
知
識
及

び
経
験
を
有
し
、
教
育
研
究
上
の
能
力
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
者

（
助
教
授
の
資
格
）

第
十
四
条

助
教
授
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次

の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一
～
六

（
略
）

七

専
攻
分
野
に
つ
い
て
、
優
れ
た
知
識
及
び
経

験
を
有
し
、
教
育
研
究
上
の
能
力
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
者

第
四
章

教
員
の
資
格

（
教
授
の
資
格
）

第
十
四
条

教
授
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次

の
各
号
の
一
に
該
当
し
、
教
育
研
究
上
の
能
力
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
す
る
。

一

博
士
の
学
位
（
外
国
に
お
い
て
授
与
さ
れ
た

こ
れ
に
相
当
す
る
学
位
を
含
む
。
）
を
有
し
、

研
究
上
の
業
績
を
有
す
る
者

二

（
略
）

三

大
学
に
お
い
て
教
授
の
経
歴
の
あ
る
者

四

（
略
）

［
削
除
］

五

芸
術
、
体
育
等
に
つ
い
て
は
、
特
殊
の
技
能

に
秀
で
、
教
育
の
経
歴
の
あ
る
者

六

専
攻
分
野
に
つ
い
て
、
特
に
優
れ
た
知
識
及

び
経
験
を
有
す
る
者

【平成3年6月3日公布】

平
成
３
年
６
月
24
日
文
高
大
第
１
８
４
号
「
大
学
設

置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
等
に
つ
い

て
（
通
知
）
」
（
抄
）

今
回
の
改
正
は
、
個
々
の
大
学
が
、
そ
の
教
育

理
念
・
目
的
に
基
づ
き
、
学
術
の
進
展
や
社
会
の

要
請
に
適
切
に
対
応
し
つ
つ
、
特
色
あ
る
教
育
研

究
を
展
開
し
得
る
よ
う
、
大
学
設
置
基
準
の
大
綱

化
に
よ
り
制
度
の
弾
力
化
を
図
る
と
と
も
に
、

（
略
）

四

教
員
の
資
格
に
つ
い
て

（
一
）
教
授
の
資
格
に
つ
い
て

①

教
授
の
資
格
と
し
て
、
教
育
研
究
上
の
能

力
を
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
こ
と
。

②

博
士
の
学
位
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
博
士
の

学
位
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
に
加

え
、
研
究
上
の
業
績
を
有
す
る
こ
と
を
必
要

と
し
た
こ
と
。

③

旧
制
の
大
学
、
高
等
学
校
、
専
門
学
校
等

に
お
け
る
教
授
暦
を
有
す
る
者
に
関
す
る
規

定
に
つ
い
て
、
適
用
の
可
能
性
が
稀
少
と

な
っ
て
お
り
、
必
要
な
場
合
に
は
他
の
規
定

の
適
用
に
よ
り
対
応
し
得
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
を
廃
止
し
た
こ
と
。



（
助
教
授
の
資
格
）

第
十
五
条

助
教
授
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、

次
の
各
号
の
一
に
該
当
し
、
教
育
研
究
上
の
能
力

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
す
る
。

一

（
略
）

二

（
略
）

三

大
学
に
お
い
て
三
年
以
上
助
手
又
は
こ
れ
に

準
ず
る
職
員
と
し
て
の
経
歴
が
あ
る
者

四

修
士
の
学
位
（
外
国
に
お
い
て
授
与
さ
れ
た

こ
れ
に
相
当
す
る
学
位
を
含
む
。
）
を
有
す
る

者
［
削
除
］

五

（
略
）

六

専
攻
分
野
に
つ
い
て
、
優
れ
た
知
識
及
び
経

験
を
有
す
る
者

（
講
師
の
資
格
）

第
十
六
条

講
師
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次

の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一

第
十
四
条
又
は
前
条
に
規
定
す
る
教
授
又
は

助
教
授
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者

二

（
略
）

（
助
手
の
資
格
）

第
十
七
条

助
手
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次

の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一

学
士
の
学
位
（
外
国
に
お
い
て
授
与
さ
れ
た

こ
れ
に
相
当
す
る
学
位
を
含
む
。
）
を
有
す
る

者
二

（
略
）

大学設置基準の主な変遷（教員資格関係）④

平
成1

3

年3

月3
0

日
一
二
文
科
高
第
３
４
６
号
「
大
学

設
置
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
等
に
つ

い
て
（
通
知
）
」
（
抄
）

今
回
の
改
正
は
、
我
が
国
の
高
等
教
育
機
関
が

世
界
に
開
か
れ
た
高
等
教
育
機
関
と
し
て
そ
の
役

割
を
十
分
に
果
た
し
て
い
く
た
め
、
高
等
教
育
制

度
の
国
際
的
な
整
合
性
を
図
り
、
教
育
研
究
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
国
際
競
争
力

を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
を
基
本

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
に

基
づ
き
、
・
・
・
第
二
に
、
教
員
の
教
育
能
力
等

を
従
来
以
上
に
重
視
す
る
観
点
か
ら
、
教
員
資
格

の
見
直
し
を
図
る
、
・
・
・
等
の
制
度
改
正
を
行

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
教
授
の
資
格
）

第
十
四
条

教
授
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
大
学
に

お
け
る
教
育
を
担
当
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
上

の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

三

大
学
に
お
い
て
教
授
、
助
教
授
又
は
専
任
の

講
師
の
経
歴
（
外
国
に
お
け
る
こ
れ
ら
に
相
当

す
る
教
員
と
し
て
の
経
歴
を
含
む
。
）
の
あ
る

者
［
削
除
］

四

芸
術
、
体
育
等
に
つ
い
て
は
、
特
殊
な
技
能

に
秀
で
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
者

五

専
攻
分
野
に
つ
い
て
、
特
に
優
れ
た
知
識
及

び
経
験
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

【平成13年3月30日公布】

（
二
）
助
教
授
の
資
格
に
つ
い
て

①

助
教
授
の
資
格
と
し
て
、
教
育
研
究
上
の

能
力
を
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
こ
と
。

②

旧
制
の
大
学
の
大
学
院
の
在
学
暦
又
は
旧

制
の
高
等
学
校
、
専
門
学
校
等
に
お
け
る
教

授
暦
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
、
適
用
の
可

能
性
が
稀
少
と
な
っ
て
お
り
、
必
要
な
場
合

に
は
他
の
規
定
の
適
用
に
よ
り
対
応
し
得
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
廃
止
し
た
こ
と
。



（
助
教
授
の
資
格
）

第
十
五
条

助
教
授
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
大
学

に
お
け
る
教
育
を
担
当
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育

上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
す
る
。

一

前
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

［
削
除
］

二

大
学
に
お
い
て
助
手
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
職

員
と
し
て
の
経
歴
（
外
国
に
お
け
る
こ
れ
ら
に

相
当
す
る
職
員
と
し
て
の
経
歴
を
含
む
。
）
の

あ
る
者

三

（
略
）

四

研
究
所
、
試
験
所
、
調
査
所
等
に
在
職
し
、

研
究
上
の
業
績
を
有
す
る
者

五

専
攻
分
野
に
つ
い
て
、
優
れ
た
知
識
及
び
経

験
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

（
講
師
の
資
格
）

第
十
六
条

講
師
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一

（
略
）

二

そ
の
他
特
殊
な
専
攻
分
野
に
つ
い
て
、
大
学

に
お
け
る
教
育
を
担
当
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
教

育
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

（
助
手
の
資
格
）

第
十
七
条

助
手
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一

（
略
）

二

前
号
の
者
に
準
ず
る
能
力
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
者

大学設置基準の主な変遷（教員資格関係）⑤

平
成1

5

年3

月3
1

日
一
五
文
科
高
第
１
６
２
号
「
学
校

教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
つ
い

て
（
通
知
）
」
（
抄
）

第
三

学
校
教
育
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
令
第
十
五
号
）

五

大
学
設
置
基
準
の
一
部
改
正

（
四
）

学
長
の
資
格

学
長
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
人
格
が
高

潔
で
、
学
識
が
優
れ
、
か
つ
、
大
学
運
営
に
関
し

識
見
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
し
た
こ
と
。

（
五
）

教
授
等
の
資
格

教
授
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
と
し
て
、
専
門

職
学
位
を
有
し
、
当
該
学
位
の
分
野
に
関
す
る
業

務
上
の
実
績
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
大
学
に
お

け
る
教
育
を
担
当
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
上
の

能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
追
加
し
た
こ

と
。ま

た
、
助
教
授
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
と
し

て
、
専
門
職
学
位
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
大
学

に
お
け
る
教
育
を
担
当
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育

上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
追
加
し

た
こ
と
。

第
四
章

教
員
の
資
格

（
学
長
の
資
格
）

第
十
三
条
の
二

学
長
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者

は
、
人
格
が
高
潔
で
、
学
識
が
優
れ
、
か
つ
、
大

学
運
営
に
関
し
識
見
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

と
す
る
。

（
教
授
の
資
格
）

第
十
四
条

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

学
位
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
文
部
省
令
第
九

号
）
第
五
条
の
二
に
規
定
す
る
専
門
職
学
位

（
外
国
に
お
い
て
授
与
さ
れ
た
こ
れ
に
相
当
す

る
学
位
を
含
む
。
）
を
有
し
、
当
該
専
門
職
学

位
の
専
攻
分
野
に
関
す
る
実
務
上
の
業
績
を
有

す
る
者

四
～
六

（
略
）

【平成15年4月1日公布】



大学設置基準の主な変遷（教員資格関係）⑥

平
成1

4

年
８
月
５
日
「
大
学
の
質
の
保
証
に
係
る
新

た
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
（
答
申
）
」
（
中

央
教
育
審
議
会
）

第
２
章

設
置
認
可
の
在
り
方
の
見
直
し

３

設
置
審
査
に
係
る
基
準
の
見
直
し

現
在
，
大
学
設
置
審
査
の
際
に
適
用
さ
れ
て
い

る
基
準
は
，
大
学
設
置
基
準
等
の
法
令
の
ほ
か
，

大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
の
審
査
基
準
や
内

規
な
ど
様
々
な
形
式
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い

る
。
今
回
，
こ
れ
ら
の
基
準
が
設
置
審
査
の
最
低

基
準
で
あ
る
と
の
観
点
に
立
っ
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の

規
定
の
必
要
性
を
吟
味
し
，
整
理
を
図
る
と
と
も

に
，
こ
う
し
た
様
々
な
基
準
の
一
覧
性
を
高
め
，

明
確
化
を
図
る
観
点
か
ら
，
設
置
審
査
に
係
る
基

準
を
原
則
と
し
て
告
示
以
上
の
法
令
で
規
定
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
助
教
授
の
資
格
）

第
十
五
条

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

修
士
の
学
位
又
は
学
位
規
則
第
五
条
の
二
に

規
定
す
る
専
門
職
学
位
（
外
国
に
お
い
て
授
与

さ
れ
た
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
学
位
を
含
む
。
）

を
有
す
る
者

四
・
五

（
略
）

（
教
授
の
資
格
）

第
十
四
条

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

大
学
に
お
い
て
教
授
、
准
教
授
又
は
専
任
の

講
師
の
経
歴
（
外
国
に
お
け
る
こ
れ
ら
に
相
当

す
る
教
員
と
し
て
の
経
歴
を
含
む
。
）
の
あ
る

者
五
・
六

（
略
）

（
准
教
授
の
資
格
）

第
十
五
条

准
教
授
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、
大
学

に
お
け
る
教
育
を
担
当
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育

上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
す
る
。

一

（
略
）

二

大
学
に
お
い
て
助
教
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
職

員
と
し
て
の
経
歴
（
外
国
に
お
け
る
こ
れ
ら
に

相
当
す
る
職
員
と
し
て
の
経
歴
を
含
む
。
）
の

あ
る
者

三
～
五

（
略
）

（
講
師
の
資
格
）

第
十
六
条

（
略
）

一

第
十
四
条
又
は
前
条
に
規
定
す
る
教
授
又
は

准
教
授
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者

二

（
略
）

【平成18年3月31日公布】

平
成1

8

年5

月1
7

日
一
八
文
科
高
第
１
３
３
号
「
大
学

の
教
員
組
織
の
整
備
に
係
る
学
校
教
育
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
つ
い
て
（
通
知
）
」

（
抄
）

第
一

学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律(

平
成

十
七
年
法
律
第
八
十
三
号)

（
一
）

改
正
の
趣
旨

今
回
の
改
正
の
う
ち
、
「
大
学
等
の
教
員
組
織

の
整
備
」
に
係
る
改
正
規
定
は
、
大
学
及
び
高
等

専
門
学
校
に
お
け
る
教
育
研
究
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
大
学
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
職
と
し

て
助
教
授
に
代
え
て
「
准
教
授
」
を
設
け
そ
の
職

務
内
容
に
つ
い
て
規
定
す
る
と
と
も
に
、
「
助

教
」
を
新
設
し
て
そ
の
職
務
内
容
に
つ
い
て
規
定

し
、
あ
わ
せ
て
教
授
及
び
助
手
の
職
務
内
容
に
つ

い
て
も
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

第
二

学
校
教
育
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
平
成1

8

年
文
部
科
学
省
令
第1

1
号
）

一
．
大
学
設
置
基
準
（
昭
和3

1

年
文
部
省
令
第2

8

号
）
の
一
部
改
正

（
四
）

教
員
の
資
格

准
教
授
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
に
つ
い
て

は
、
法
改
正
前
の
助
教
授
と
な
る
こ
と
の
で
き
る

者
と
同
様
の
資
格
を
定
め
た
こ
と
。

助
教
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者
に
つ
い
て
は
、

少
な
く
と
も
修
士
の
学
位
又
は
専
門
職
学
位
以
上

の
学
位
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
大
学
に
お
け
る

教
育
を
担
当
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
上
の
能
力

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
等
を
資

格
と
し
て
定
め
た
こ
と
。



大学設置基準の主な変遷（教員資格関係）⑦

（
助
教
の
資
格
）

第
十
六
条
の
二

助
教
と
な
る
こ
と
の
で
き
る
者

は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、

大
学
に
お
け
る
教
育
を
担
当
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い

教
育
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
す

る
。

一

第
十
四
条
各
号
又
は
第
十
五
条
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者

二

修
士
の
学
位
（
医
学
を
履
修
す
る
課
程
、
歯

学
を
履
修
す
る
課
程
、
薬
学
を
履
修
す
る
課
程

の
う
ち
臨
床
に
係
る
実
践
的
な
能
力
を
培
う
こ

と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
又
は
獣
医
学
を

履
修
す
る
課
程
を
修
了
し
た
者
に
つ
い
て
は
、

学
士
の
学
位
）
又
は
学
位
規
則
第
五
条
の
二
に

規
定
す
る
専
門
職
学
位
（
外
国
に
お
い
て
授
与

さ
れ
た
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
学
位
を
含
む
。
）

を
有
す
る
者

三

専
攻
分
野
に
つ
い
て
、
知
識
及
び
経
験
を
有

す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

平
成3

0

年
１
月2
6
日
二
九
文
科
高
第
９
３
０
号
「
大

学
設
置
基
準
及
び
短
期
大
学
設
置
基
準
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
等
の
公
布
に
つ
い
て
（
通
知
）
」

（
抄
）今

回
の
改
正
は
，
「
学
校
教
育
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
四
一

号
）
」
に
よ
り
専
門
職
大
学
及
び
専
門
職
短
期
大

学
（
以
下
「
専
門
職
大
学
等
」
と
い
う
。
）
の
制

度
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
専
門
職
大
学

等
の
趣
旨
を
さ
ら
に
既
存
の
大
学
及
び
短
期
大
学

（
以
下
「
大
学
等
」
と
い
う
。
）
の
中
に
も
活
か

し
、
既
存
の
大
学
等
の
一
部
の
組
織
に
お
い
て
実

践
的
か
つ
創
造
的
な
専
門
職
業
人
養
成
の
取
組
を

推
進
す
る
よ
う
、
新
た
に
専
門
職
学
科
の
制
度
を

創
設
す
る
も
の
で
す
。

（
教
授
の
資
格
）

第
十
四
条

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

大
学
又
は
専
門
職
大
学
に
お
い
て
教
授
、
准

教
授
又
は
専
任
の
講
師
の
経
歴
（
外
国
に
お
け

る
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
教
員
と
し
て
の
経
歴
を

含
む
。
）
の
あ
る
者

五
・
六

（
略
）

（
准
教
授
の
資
格
）

第
十
五
条

（
略
）

一

（
略
）

二

大
学
又
は
専
門
職
大
学
に
お
い
て
助
教
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
職
員
と
し
て
の
経
歴
（
外
国
に

お
け
る
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
職
員
と
し
て
の
経

歴
を
含
む
。
）
の
あ
る
者

三
～
五

（
略
）

（
助
手
の
資
格
）

第
十
七
条

（
略
）

一

学
士
の
学
位
又
は
学
位
規
則
第
二
条
の
二
の

表
に
規
定
す
る
専
門
職
大
学
を
卒
業
し
た
者
に

授
与
す
る
学
位
（
外
国
に
お
い
て
授
与
さ
れ
た

こ
れ
に
相
当
す
る
学
位
を
含
む
。
）
を
有
す
る

者
二

（
略
）

【平成30年1月26日公布】


